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地域地質研究報告
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京都(11)第"号

京都東北部地域の地質

木村克己・ ・吉岡融和“ 井本伸広・・・・田中里志H ・

武蔵野 実H ・・高靖裕甲

(平成9年繍)

京都東北習慣地壊の地質凶餌の作成は，特定地質図帽の研究として行われたものであり， 平成:6-8年度の調査研究

の成果に基づく 本地質闘傾及ぴ研究報告をまとめるに当たっては，地形段丘唯検物及ぴ神積層・活断層及び地

震活動を吉岡，地質続税・応用地質を木村，丹波帯を木村白井本武蔵野町花尚省類及び岩脈績を高調・木村，古

琵曹湖層群及び大阪燭群を園中音岡がそれぞれ担当し，全体のとりまとめを木村が行った.なお，丹波箸につい

ては井本 ・武蔵野が1I型地層欝を，木村がI型地層群をそれぞれ担当した

花関省銀及び省脈績の調査執筆に当たっては大阪府立枚方高等学校の貨泊康明教績から多〈の銀助協力を頂

いた 滋賀県地場の温良をまとめるに当たって遜賀県立衛生環境センターから有益な助冨及び資料のS提供をして
頂いた.以上の方々に深く御礼申し上げる本研究に周いた結石薄片は，北海道支所の佐厳車見，地質標本館の安

部正治(元所員).佐膝芳治(元所員).野神貨凪大和昭 朗の各技官の製作によるものである

1 . 地形

(吉岡融和)

京都東北部固細地域は，東経135'45'-136'0 "北線35'0'-35'1ぴの範囲に相当し，行政的には京都府の京

都市， 北桑図郡賢~t町， 滋賀県の大津市，草海市，守山市， 滋賀郡志賀町， 品品都本4壬町， 量主郡量量
町に属する

本国隔地域は近織地方の中部に当たり，東部には駕琶減を含む近江盆地の南西部が，南西部には京都

-地質郁・地震地質都・・京都教育大学(平成7• 8年度地質飼造所併任It北海道支所
Keyword: areal g合。logy，g.把olog;cmap， 1: 50，000. Kydtoト"hω叩bu，Kyoto， Shiga， Lakc Biwa， Kinki， Per宵113n
Triassic， Jurassic， Cretaceous， Quaternary， P胞stocωe.Holocene. Tamba Belt， San'yo selt， ac辺retionarycomplex， 
sedimentary compJex， Type 11 suite， Type 1 suite， Kumogahata Compl四 HaiyaComplex， Ohara Complex，日ieizan
CompJe払 graniticrocks， cont.act aureo!e， Oh昆itornalite， Hanase quartz diorite， Small tonaJitic bodies， Reizen 
granodiorite， Hiei， granite， felsic dike， and筒 itedikc. Kobiwako Gr印ゆ， Osaka Group， terrace deposiぬ AUuvium
manganese ore， wo!laston托eore， hot spring， quany. Haiyagawa Thrust， Hanaorc fault， Biwako.seigan fault system， 

active fault. radioJarian f叩1.mollusc四回日開Il~

-1ー



盆地の北東部が位低ずる(第l図).本国街地域の北西部，京都盆地の北には定高性を持った山々が連な

る丹問地が，開盆地と近江盆地の聞には端山地柑鑑する悌2固)ーまた，醐山地の北東には

比良山地が連なるが，本地域にはその南端斜面のごく一部がかかるのみである 丹波高地と比叡山地の

聞には，京都盆地の北東部から延ぴる花折断層に沿う直線状の谷地形が連続する 近江盆地は琵琶湖を

中心とした内陸盆地で，その西側には，活断眉である琵琶湖西岸断層系堅固断層を挟んで，比叡的低平

な星回丘J陵が分布する

I. 1 山地 ・丘陵及び斜面の地形

本図隔地織の北西部に広がる丹波高地は，線高600-8回mに定高性を持つ山地で，本図絹地域内では南

に向かつて標高を減ずる師向がある 山頂部にはわずかにd岨伏荷が認められるが，谷は深<，高原状
b ・hも

の地形は見られない 本図帽池場北端に近い京都市左京巨大原百井町の南では，標高田0-700mに小起

伏函とそれを償切るいくつかの風隙地形が見られるが，堆積物は碓置されておらず，その形成時期など

は不明である

第1図近畿地方北部の援隊商圏活断層僻究会 U99llによる等商線用問ほ'OOm

2 



比叡山地は機高848.3mの大比叡を飯高峰とし，南北に速なる稜線を持つ(第3図)丹波潟地に比ぺ平

滑な側面が発達するが，大比叡と砧:富の聞の山地は細かい枝谷・校尾根が突進する これはこの

範聞には節還の発達した花削岩額が分布するため，き昼食を受けやすいととによると考えられる.

近江盆地の西側に分布する堅固丘陵は，主として線高200m以下の憧平な丘陵である.丘陵高度はほぽ

一定しているが，谷の開析が進み，丘陵頂部には平坦面はほとんど見られない.この丘陵は更新統の古

琵琶湖層群で織成され，丘陵東縁は古琵琶湖届詳の鎗幽岬造の位置とほぼ一致する

1. 2 低地 ・河川の地形

本図幅地域の水系は，比叡山地を境として東西に大き〈分げられる(第2国) 東側の水系は琵琶湖に

流入した後，瀬田川，宇治川，淀川を経て大阪湾に注ぐ.函側の水系はそのほとんどが京都盆地に流入

.'d 
し，淀川を緩て大阪湾に注ぐ.しかし，本図問地域北西隣の北桑園都京北町芹生付近を流れる灰~JII は

西滅して樹11を経て京都盆地へ流れ，また京都市左京区百弁町付近を琉れる百井川は北流して長昼間を

経て琵琶湖に流入する

琵琶湖は日本最大の面積を持つ湖で，その面続は674km'に及ぶ琵琶湖大級柑近を境に北湖と南湖に

分りられ，本図稲地績にはそのうち南湖と呼ばれる部分が位置する南湖の深度は，最大10伽を越える

/'，舌断層(醐制限)醐叫下側を肘.

〆 J 主要介*界

第2悶 "省軍東北"図樋地調院陶辺同活断層及びホ系

3 
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深度を持つ北湖と対照的に浅く，ほとんどが5m以浅，母深部でも10m以浅である 琵琶湖の東岸では

野洲川や尊湯川によって供給された堆積物が広大な三角州を形成する.野洲川並ぴ草海川は，人為的な

河遭の固定により天井川化し，jR東海道本線との吏蓋付近では河床は沖積商より約5m商くなっている

京都帥の内部は鮎川や高野川などによって形成された緩酬¢合帽糊からなり，との扇状地

は南に向かつて徐々に高度を減ずる 扇状地上の微地形は都市化により箆鼓することが困様であるが，

京都市市街地を南北に通る綴川通付近には浅い谷地形が官められる

1， 3 変動地形

本国備地域の西部には，高野川の河谷に沿って北北東一南南西方向に荘罫断層が延ぴる花折断層に沿

っては，直線状の谷地形が連続するが，顕著な断層溢は形成されていない.断層を繍切る小戸J谷には系

統的な横ずれ屈酬が見られる(吉岡.1986) 断層の南端部は京都盆地の内郡に1まいり，数本に分岐して

そのうち l本が吉国山付近に延びている

一方，琵琶滋の西岸にはほぽ荷北に琵琶湖西岸断層系が延ぴる そのうちの堅図断層は堅毘丘陵の東

録に位置し，やや束に凸な分布形態を呈する 断層沿いでは丘陵仰!の中世段丘面が，断層による引きず

りで東に急斜する.堅国断層南端郵よりさらに南には，やや酉にステップする形で比叡断層が也置し，

比叡山地と琵琶湖岸の低地を境している 比叡断層に沿っては山路扇状地が発途するため，新期の活動

を示す変位地形はほkんど見られない

いずれの断層についても，断層宜位地形の詳細や断層の活動性については羽'i;で述べる.

II. 地質概説

(木村克己 ー吉岡融和)

本国相地域は，地体構造のよでは奨漫イ守波帯"に属している(第4固) 本国騎地場に見られる地質系

統は古い願に，丹波帯のジュラ紀堆積岩コンプνックス，臼重紀後期の酸性火成岩頭，第四紀の古琵琶

湖層群・大阪層群，段丘権積物且ぴ沖積層からなるー本国隔地域の地質概略図及ぴ総括図を第5，6固に

それぞれ示す

丹波鯵

ジュラ紀の機積宕コンプレックスからなる美濃丹波帯は，西南日本内帯に位置し，東方の八満ー足尾

"丹波地織の実浪丹波布を指す場合本図備では使底上丹波稽の名称を伺いる

-5-
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「

山地から美君臨丹波山地をへて中園地方にまで東西800kmにわたって延長する 本国岡地域北西方にお

いて，丹波地域の美浪ー丹波帯(丹波帯)の構造的上位に，趨丹波稽Eぴ舞鶴穆を構成する二畳系と三畳系

が東北東西南西に帯状配列をなして分布する(第4庖) また，本国幅地域西方の篠山図隔地域では周山

シンフォ ムの鞍部にそって超丹波帯の岩石が分布する(菓本ほか，1993) 

丹波平容は梅洋性岩石鎮と陸諸事砕屑物とがさまざまな様式で混合する復維な眉相を示す堆積岩コンプレ

ックスからなる丹波帯のジュラ紀堆積岩コンプレックスは，スラストを介して締造的上伎のII型地層

群と構造的下位のI型地層群に大き<2分され，波長20-30km，東西方向のアンチフォーム(背斜状稽幽)

Eぴシンフ才一ム(向斜晴視幽)をなしている(石賀， 1983: Imoto， 1984 第4図)

石賀(1983，19曲)及びImoto(1984)によれば，両剛層群では以下に示す年代の違いがある II型地層

鮮については，海洋性岩石頭の年代は石炭紀からジュラ紀前期，陵源砕屑岩罰の年代は三畳紀後期から

ジュラ紀中期，一方，1型地層群については，海洋性岩石鎮の年代は三畳紀からジュラ紀中期，陸源砕屑

岩舗の年代はジュラ紀中期からジュラ紀後期をそれぞれ示す全体に各岩栢の年内がII型地層群に比べ

て1型地癒群で若くなる傾向がある(第6図l.JI"に，両地層群はそれぞれ岩掴・年代が奥なる 2ないし3

つの堆積岩コンプレックスに区分されている(第七 6図)

本図幅地域の舟渡帯は， II型地層群に属する望書ヶ掴毘ぴ医屋コンプνックス， 1型地層群に属する大原

笹

.. 

第5図京都東北部鴎錨地織の地質概略図
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Eぴ比叡山コンプレックスからなる(第5.6固)これらのコンプレックスは西にプランジする周山シン

フォームの軸部付近に位置しており，層湿面の構造は南北'"阿，西傾斜が単魅する

軍ヶ畑コンプレックスは本国絹地場においてその上半部が分布するだげで，主に混定岩 ・砂岩からな

る

灰犀コンプレックスは緑色岩 ・層状チャート ・混在岩及ぴ砂岩からなる

地質系統地震時代
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大阪コンプレックスは層状チャートが卓飽し，緑色省・砥石型珪質頁岩ーを質買宕・黒色頁岩及ぴ砂

岩頁省互膚を伴い，わずかに石匹宕を狭む

比叡山コンプレックスはほとんど厚層湿砂岩Eぴ異色頁岩などの砕屑省だ砂からなる

丹波穆の基本的な茸形構造は，スラス トないし届理に平行な断層，半波長20-100cm程度の閉じた術

幽， 輯片状勢開などがある これらの構造は付加テクトニクスをE映しており，東西走向の輸で酉にプ

ランジする正立徳幽Eぴ北東南西.北西南東走向の按ずれ断層群，そして活断層である花折断層など

の後の鱗遣によって盆被藍形を被っている 正立初幽及びそれに随伴する変形縞遣は白誕紀後閣の岩脈

額 ・花側岩掴に先行して形成された

花関岩掴且び岩脈掴

花開岩類は本国幅地緩中央郊では比較的広く，北西部では点在して分布する花閤岩割は産状・岩質・

放射年代に基づき，i防水トーナル岩(G，)，花脊石英閃緑岩(G，)，小規模トーナル岩，盤f山花関問緑岩(G.).

比叡花胤岩(Gs，GS)に分りられる(第5図) これらの花陶器割6まいずれも丹波桜の堆積岩コンプレック

スに貫入し，然変成作用を与えている花湖岩類の態省す年代は9O-100Maにわたる.巨視的には山陽裕の

花両省掴と世置づげられる

岩眠類は安山岩置のものと花尚宕質のものとに区分でき，これらは花向岩類及ぴ丹波予警の堆積岩コン

プレックスに貫入している

古琵琶胡暗雲孝亙び大間届群

本国幡地域周辺の近江盆地には古琵琶掴層群が，京都録地U周辺には大阪層群が分布する(第5図) 本

図帽地域内では，両府群ともに更新統で主に両成ないし湖成の礎砂 シルト ・粘土層からなり，火山

灰層や泥炭婦を挟む.

古琵琶滋層群は， 下也より，上野累凪伊賀巣凪阿山累凪甲賀累鳳蒲生累凪草津集局，品品

累!面，堅出累1111主ぴ高島累膚に区分されている(Takaya，1963: Yokoyama et al.， 1977: Kawabe， 

1989 :古琵琶湖団体研究グループ，1992) 本図樋地域では湖東地域に草津累膚，湖西の星回丘陵に堅図

累胞がそれぞれ分布する.

大阪閣総は， 京都盆地縁辺の丘陵部にわずかに分布するにすぎない

段丘堆積物&r.f沖積層

本図幅地域では，堅固丘陵Eぴ主な河川沿いに，河川成の段丘が広〈分布する この段丘は，更新世

中期に形成されたと鍍定される高位田丘，主に更新世後期最終間氷期に形成されたと推定される中位段

丘，最終氷期以降に形成されたと推定される低位段丘に大き<3分できる.更に，段丘面の比両などか

ら，高位段丘は2商に，中位段丘は3面に，i丘位段丘は3面に，それぞれ細分される

沖積層は琵琶湖東障の近E盆地に特にEく分布する.また，琵琶湖の商摩や京都盆地にも比較的広く

分布する

9 



活断層

本地場周辺には盆地と山地の境界を中心に多〈の活断層が分布する.このうち本地域内には花折断層

及ぴ湾琶湖西伴断層系の堅固断層 ・比叡断層の活断層が分布する(第5固)，

花折断層(中村，1928)は，本図絹地域南西部の京都市左京区育園付近から北北東に延ぴ，滋賀県今路

町ホ綬時(熊川図柄地域)に至る全長約以5kmの右横ずれ活断層であるーその活動度はA級(平均宜位速

度l-lOm/WS年)である可陀性が指摘されている(吉岡，19唱6)

琵琶湖西岸断層系は琵琶湖の西岸をほV耳省北に延ぴる逆断層からなる断層系で，その活動は現地の琵

琶湖の形成と比良比叡の間山地の隆起に大き〈聞与していると考えられる

m 丹波帯

(木村克己 ・井本神広 ・武蔵野実)

III. 1 研究史

丹波帯の地層群について，1970年代前半までは，主に厚い地向刷機積物であるとされ，その地質年代

は石灰岩から得られた紡錘虫・窃瑚化石に基づいて主に三畳系とされていた(低下.1953. 1971 磁見

，，!<因.1958: Sakaguchi， 1961;坂口.1973 丹波地帯研究グループ，1969， 1971， 1975など).1970年

代後半以降，丹波帯，秩父稽，四万十穆などの堆積岩コンプレックスからなる地帯の研究において，放

散虫化石を中ωとした徴化石を用いた生層序学的研究が爆発的に進み，それまでの地質機造 ・年代 ・騎

序の枠組みが線本的に脅き換えられることとなった

丹波帯においても，砕屑岩からジュラ紀の放散虫化石が舟見され，これまで現地位の池崎と考えられ

てきたこ畳系ないし三畳系のチャート 石灰岩・緑色岩などが，ジュラ紀の陸源砕腐宕に含まれる築地

位の岩体であることか可月らかにされた(丹波地帯研究グループ，1979a， 1979b; Isozaki and Mat加 da，

1980 ;竹村.1980 石見 1983; lmoto， 1984;井本・丹波地帯研究グループ，1982などし こう した生

層序学的研究の成果に基づいて，丹波帯の地層群の嫡序が再倹討され，石賀(983)，井本 ・丹波地帯研

究グループ(982)，Imoto(l984)は，丹波管の地層群が岩相地質年代の異なる 2つの地層併に区分でき

るとし，それらを構成する岩栂と地質年代を明らかにした石賀(J回3)は，織造的よ位の地周群を日型

地層群，下悼の地層群をI型地層君事と命名した.それ以降，各地域においてこのような新しい地層のとら

え方に基づいて岩相・年代・地質構造が鮮細に検討され，丹波穆の地質が解明されてきている(木村ほか.

1989， 1994;井本ほか.1989. 1991 栗本 ・牧本， 1990;栗本ほか.1993; Nakae， 1993など)

本国幅地域付近の層序機造については，松下(1953.1961)，上治(1961)，Sakaguchi (1961)，丹波地

被拶間グループ(1975)の研究がある いずれも，池届の見かけの累盟問係を獲合関係ととらえ，地層の

10 



符代も主に紡錘虫化石，一部コノドンド化石に基づいたものであったこれらの研究におりる層序区分・

年代 ・地層のとらえ方は，19剖年代以後の放散虫化石の斗代データを筆凝とし丹波帯の地層を付加コン

プレックスとして理解する研究内容と大きく集なる しかし岩相やその分布はその後の層序 ・構造の再

検耐を進める上で有効であった概要を以下に示す

松下(1953)は，本国隔地域を含む丹波帯南半郡の地質の観型を1/20万縮尺の地質固によって示した

その時点で1I型地層群且ぴI裂地層群相当の宕相の遣い，主襲な地質構造である周山シンフォーム ー保

津川アンチフォームの存在が表現された 花折断層東側については，西側の保樽川アンチフォ ムが花

折断層で北にずれてほぼ比叡花筒岩付近の也置にあたると推定した(第4図) また，比叡山北側に分布

する砂岩主体の地層(本国帽の比叡山コンプレックス}を岩欄の鎖似性から，京都商山付近の高槻届ない

し周山付近の 1I型地層群相当に対比した.

上治(1961)は，本圃絹地爆を含む京都付近の地質について，岩相 周序の脱明嘗とともに，1/5万縮

尺の地質固を作成編さんし，岩絹地質栂遣の院掘を示した地質構造では雲ヶ酎衝上(低下，1953) 

の存在を記述している.花折断層東側では，砂場・頁岩チャートの巨分と北東一南西走向.北西傾斜の

向斜陽遣を表示している.さらに比掴山南側については，東西定向を示すチャートと頁岩が互屠しそれ

らは背斜向斜俗輩{甫禅寺向斜，撞1答背斜と命名}をなすとしたそれらの栂釦掛図編で南御寺向
斜をアンチフ.ームに， BI!.谷背軒をシンフョ，ームにそれぞれ修正している

• • 5，k暗 uchi(I96l)は，本図帽地域西部の大原貴船八瀬上賀置を囲む地場について1/20万縮尺の地貧

困を示した.1型地胸群相当では頁岩中に含まれる小規模なνンズ状のチャートの分布を示している.ま

た.坂口(1973)は上配の西半分の地犠を含む1/10万地貧困を示し，緑色岩・砂岩の分布を配した

丹波地彬研究グループ(1975)は，丹波穆全域を含む1/20万縮尺の編集地質固を公表し，その中で特に

本国幌地域函闘の京都西北部固幅地績の地置について詳細な岩相国を示した この地犠の地置について

は.丹波地帯研究グループによる岩掴・構造・化石年代に関するー遣の研究(丹波地帯研究グル プ.1969.

1971， 1974， 1979a' b， 1980)がある.

本国帽地域の放散虫化石年代に聞する報告はこれまでにないが，京都西北部囲網地域では，石賀

(1983)，井本 ・丹波地帯研究グループ(1982)，Imoto(1984)及ぴ芥本ほか(1989)などの研究がある

周辺地域の地質図縮としては，小浜(広川ほか，1957)，舞鶴(猪木ほか.1961)，緩郁(木村ほか， 1989)， 

昭ッ谷(木村ほか， 1994)，京都西北怒(井本ほか.1989)，閣部(井本ほか.1凹1)の研究があり，詳細な

地賓が明らかにされている(第4固)

III. 2 概説

丹波宇野は海洋性轡石績と陸雄砕胸骨kがさまざまな様式で混合する複維な膚相を示す縫積倉コンプレ

ックスからなる 特に泥質基置といろいろの岩質・サイズの岩塊からなる岩相{以下混在岩栂と呼ぶ)と

置瓦構造の発途で特徴づ11られる とれらの釘特徴は，海洋プレートが大陸緑で沈み込むことによって，

主にジュラ紀の砂岩Eぴ耳砦などの陸源堆積岩頭と，それらより年代の古H緑色岩 ・石匹省 ー層状チャ

ートなどの海洋プνー卜の上部を構成していた海洋性岩石領が混合，短縮.変形した鎗巣形成されたと

11 



第1器使 丹波穆の縫稜岩コ yプレックス対比表 古屋膚は付加コンプレックスではな<，tllii鍵積体と考えられている

間"
"1;ffJ' 

l型地層鮮

-罵4曽川はNaku(19・"によヲτ区分倉れたが，.江省岡(199・)'ま"ケ足J久信の両コJプレヲタス金一錨すると修亙した

考えられる

堆積岩コンプレックスを構成する各岩相の周序開係k地酒年代から，付加する直前の泌洋プレートと

その上に累積していた堆積省掴の厨序を復元することができる この復元された圏序は，一般的には下

位からよ世に向砂て，海洋地躍ないし海山の玄武岩頭，遠洋位継積物.半遠洋性模様物，そして砂岩 ・

頁岩などの陵滋額足立準積物から機成きれる.この周序は，遠洋性環境下で海洋プレートが海徽鉱大によ

って形成されてから，大陸縁に向かつて水平移動し，海務に沈み込むまでの堆積環境の変遷史を記録し

ているそのためこのような特徴を示す層序は特に海洋プレー ト凪序(Oceanicplate stratigraphy)と呼

ばれている(例えば.Taira et al.， 1989: Mat$uda and Isozaki， 1991).機積岩コンプレックスが形成

された年内は，頁岩及ぴ砂省などの陵源鯛勉堆積物の縫積年代のうち最も若い年代によって推定するこ

とができる(第6園)

丹波裕のジュラ紀堆積岩コンプレックスは，スラストを介して綿造的上位の!I型地層群と構造的下位

のI型地層鮮に大きく 2分され，波長20-30km.東西方向のアンチフォ ム(背斜状術総)及びシンプオ

ーム(向斜状徹幽}をなしている(石賀.1983: Imoto， 1984 第4図) 更に，丹波平野の!I型地層群Eぴ

I型地層欝比復元府序の年代の違いと岩相の違いに基づいて，更にいくつかの構造層序ユニットに細分

されている(第七 6図，第l表)，これらは丹波地域の中でさまざまな名称が与えられているが紹互に対

比することができる(第4回，第 1表 。鮮掴は後述)，本国幅では各コンプレックスの共通名称として便

宜的に TII，-TlIh TI，-TI，と呼ぶことにする (第6国)ー

酉隣の京都西北部図幅地域で，!I型地層群については，周山・璽ヶ佃ー圧屋の3つのユニット(楠・武

蔵野，1989:阻辺・丹波地帯研究グループ.1987;井本ほか， 1989)に，1型地層群については，本国絹

地犠北西瞬の四ッ谷回顧地域において，久坂・鶴ケ周 ・由良川の3つのコンプレックス(Nakae，1990 

木村ほか.1994)にそれぞれ細分されている(第4固)，本国幅地域にはこれらのうち，型空ヶ畑ユニットと

匠毘ユニット(以下ユニットの代わりにコンプレックスを飼いる)，由良川コンプレックス相当の大原コ

ンプνックス(新称)，そして 1;型地層群の中で最も槍造的下位に位慣する比叡山コンプレックス(新称)

が分布する(第5国 ，第l表)

各コンプレックスについて，それらを嫌成する各岩相の層序関係と地質年代から，それぞれの海洋プ

レ ト届序が復元されている(問えば，木村ほか.1989， 1田仁 弁本ほか.1989:梨本牧本， 1990 

Nakae. 1四3)，各堆桜岩コンプレックスの復元膚序を比較すると，層状チャート，珪質頁岩，砂岩及び

一12



買宕の年代の上阪は，構造的下位のコンプνックスに向かつて順次若くなる傾向が寵められる(第6図1.

岩格用語の解説

5万分のl縮尺の地質固に園示できる厚き5伽n以上の岩相は，単一の岩相ユニットで院なしいくつ

かの巣なる岩相組合わせからなる場合が多い そこで本論では，地質図上での岩相単位として鍛別でき

たものを，それらの単越した岩相名を名称として用いて，緑色岩相，石灰岩相，チャート相，!I¥色買岩

繍などと表現した 各相は，その名品の岩相が卓越し，それと異なるいくつかの岩絹を伴う

III. 3 1I型地層群

II型地周群は本図幅地域の西に隣接する京都西北部園隔地域では周山 ・繁ヶ掴庇屋の3つのコンプ

レックスに区分されている(第4図1，これらのうち，本国脳地場には雲ヶ畑灰塵の両コンプレックス

が延畏する

J][. 3. 1 冨ヶ畑コンブレジクス (Km，Kss， Kc) 

命名井本ほか(1989)による

分布本因幅地域西端部の京都市左京区ニノ瀬町付近において.1.5x2 kmの小さな面積を占めて分

布する.

対比 酉隣の京都西北部図帽において，禦ヶ畑コンプレックスの下半部は緑色岩眉と層状チャート

膚，上半部は混在岩相，砂岩相からそれぞれ構成されるが，そのうち上半怖が本図幅地場に連続する

屠相厚府寝砂岩 ・砂岩頁岩互届からなる砂岩相と，緑色岩 ・チャート ・砂告のプロックを含む混曜

岩相とから信号成される.

111. 3. 2 庇屋コンプレックス (Hm，Hss， Hs， Hc， HI， Hg) 

命名 井本ほか(1989)による

分布 本国幅地域函都，京北町芹生から京都市左京区静市そして岩倉付近にかけて，餌3kmで，北北

西南南東から北東南西走向をなして延長する

対比 本図幌北西陣の四ツ谷図幡地域(木村ほか.]994)及び西隣の京都西北部図岨地域(井本ほか.

1989)の本コンプレックスに連続する

層相本コンプレックスの最下部は，緑色岩相から主に構成される この緑色岩相は，本国領地境内

では，京都市左京区岩倉花劉町から静原町，鞍馬，貴船を経て2京都府北集団郡京北町芹生へと北北西方

向に断甑的に分布する 隣接図幡地場と合わせると，本欄は，京北町灰屋，井戸を経て，周山及び船井

郡日吉町中世木へと続〈延長30kmを超える分布を示す(第7国) との緑色岩相の基底部は，匠!i!JlIスラ

ストによって切られ，下位のI型地リ府群の上位に構造的にlliなるこの衝上断層に沿って緑色岩丑ぴ泥質

岩は千枚岩化している この緑色岩相の見か砂よ位には混在岩相，チャー卜相.緑色頁岩相が重なり，

最上也には砂岩相が発途ずる.
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''''図 京都東北部図幅及びその百万地域における 11型地層群の緑色岩の分布 (井本ほか 1989から引淘 }鯨修正)

II!. 3. 3 岩相

緑色岩相 (Hg)

主武岩置の塊峨溶岩 ・枕状認5岩溶岩角襟岩，そしてハイアロクラスタイトを主体とする.鞍馬山周

辺から芹生芹生時付近では，塊状Eぴ枕状溶岩が主でハイアロクラスタイトなどは少ない芹生後務付

近，鞍馬寺山内には典型的な射状浴岩が発達する(第8図l.枕状回線は，笹30-50crnで顕著な発砲が認

められるものが多い Hashimoto et al. (1970)は，本囲網の鞍馬や貴船付近の緑色告の化学組成からア

ルカ リ玄武岩としている

石原岩相 (HI)

叡山電鉄鞍馬駅付近から貧紛川沿いに分布する混在岩相中に大小のプロックとして含まれるほか，緑

色宕相に伴われる治合もあるー最大規槙のものは鞍鳥寺奥の院に冨出するもので，300m:程度の広がり

をもっ.紡錘虫 ・海百合理野瑚 ・巻貝 ・腕足額などの化石を含む 問。spariteに分鎖されるものがほと

んどであるが，石灰角磯岩も臨められる.まれに石灰泥lt!空中区紡錘虫化石や腕足鎖化右が密集して含

まれる場合がある

チャート相 (Kc，Hc) 

璽ヶ掴コンプレックスのチャ ト相 (Kc) 混在靖椅中のプロックとして含まれるもので，径数om

5m程度の小規模のものがプロック ・レンズ状揖体として多数含まれる これらは一般に灰ー脊灰色で赤

褐色を呈する喝合もある 京都市左京区静市野中町西方には，唯一地質図上で表現できる厚さ20m以上

の岩体が分布する同岩体は，晴灰ー淡灰色層状チ市 トからなり，噂周の厚さは 10m以下からlOcmと

さまざまである 単層の膨館が顕著であり，石笑脈が発達する。

庇置コンプレックスのチャート相(Hc): 3つの異なった産状が寵められる.第1は薬王坂竜王岳静

市ー宕倉木野町一よ賀茂北方にかけて比絞的厚閣をなして分布するもので，静市ーよ賀窟聞ではシンフォ

ームを形成している 本チャートの←部からは三盤紀コノドント，三畳紀中一後期を示す放散虫化活(地

-14 



点R6，R1)，三畳紀・ジユラ紀境界付近の時刊を示す放散虫化石(地点R4)がそれぞれ産出している

第2は京都西北部図帽の魚谷鈴東方から本図帽にかけて南南東方向に連続するもので，二畳紀放散虫化

石を産出している 第3の産状は緑色岩相や混在岩梱中に小岩体として含まれる。いずれも層状テャー

トを主とするが，第 1の産状を示すテャート相且ぴ第3の緑色宕網に伴われるものでは，いわゆる赤自

珪石を伴っている Imoto(1984)はチャートをその色調により，赤掲，赤紫，緑， 多色などを呈するR型

と医黒色町G置に2分し，ま?と構成物の違いによって，径0.7μm以下の徴柱石英の集合からなり，少

量ながち保存の極めて良好な放散虫化石が分散して含まれるタイプのF型L 放散虫化石やその破片，

謹賀海綿骨片など珪置微化石が主要槍成要素であるB型とに区分し，それらの組合せがチャー卜の鍛別

にとって有勤であるこkを示した これら色調と構成物の組合せと先に述べたチャートの産状との関係

について且ると，第 lのチャ トではRB裂EぴGB型合理軍められ，第2のものではRB型が本越する，

第3のタイプでほRB塑とGB型の両方が寵められる

第8図 灰.コンプレヲクスの総状諮岩 民生来図測の菌検迭はほぼ雪量直であり 写

禽左偏に図8曜の縫底也君重札下がるR予想を示す(#1¥符""町ヲ字霊訪
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「

累色頁岩祖 (Hs)

黒色砂質頁岩が卓越し，層序的下位に蓬質で凝灰貿頁岩を伴う 黒色砂質頁岩は10%程度の粗粒砕屑

粒子を含むものが多い，餓片状努聞は発達しない

砂岩相 (Kss，H日)

軍ヶ畑コンブレ γクスの砂岩相 (Kss) 厚さ10-2Qcmの砂岩と頁岩の互層をなすことが多く，変形が

著しい頁岩片を多〈含み級化層寝や平行葉穫が発達する砂岩のそード組成でみると.15-22%程度の

2志賀を含む中盤ないし細魁のヲッケである 石英粒を30%程度合み，うち4割が多結晶石英である ま

た石英には円摩されたものが多い.長石ではカリ長石が17%，斜長石が15%程度合まれる 岩片には醒

性深成砦や酸ー中性の火山岩片が多い 雲母や盤鉱物は 1%程度含まれる.重鉱物では特にクラックの

発達したガーネットが多い(楠 ・武蔵野，日明)

第9図 灰..コンプレックスの砂場頁岩亙庖 .さ5Gmにわたって。砂場優勢の砂
法賀選管亙膚が道民連する 周寝薗"写実右」ヒから左下に子νースされる f貧鉛口
駅西方の栗夜叉谷沿いの砕石場跡}

-16ー



第10図 砂場単周の底面に鴎められる阿鯛献のフル トキャスト 慣姐ロ鵬首カの獲夜叉谷沿いの碍喧・・・内の伝."
震蔵野ゆ村。 1976)

鹿屋コンプレックスの砂治相 (Hss) 厚層砂岩及び砂岩頁岩互圃からなる 叡山包鉄貴鉛口駅西方1

kmの鍵石場跡地には砂岩相の大きな露頭があり(第9固).砂岩頁緒互腐の纏積機遣がよ〈観療できる

(武蔵野 ・中村.1976) 砂岩単層内の像化摘遣隊不明瞭で，斜交案理の発達が掴<.上方には急激に泥

宕 シJレト岩へと移化ずるーこの付近の砂岩の層漫画には潟酒がIIIめられ(第四国).南南東から北北西

へ，ないし紘南南西から北北東への古涜向を示す採石掲の厚い砂岩の基底付近に嗣ゆE患の疎貨な部

分が認められる 茸戴野ー中村(1976)によれば，様岩の破噂帽成は，唯積岩が回目を越えるが，次に多

いのが様性一中性の火山岩・火山砕膚岩片であり20%を占め，ついで花闘岩片，塩基性火山岩片がそれ

ぞれ10%程度含まれる このほか量的には少ないが，ホルンフェルス，結晶片倉，蛇紋岩，結品質石灰

岩，破砕岩など多様な様が含まれている

線状及び厚層砂岩のそード組成でみると.10-15%程度のき質を含む中盤ないし租粒のアνナイトであ

る 石英位を40%程度含み，うち 4割が多結晶石英である.また石英には波動消光を示すものが多い.

4要石ではカリ長石が18%，斜JI!石が12%含まれる.カリ長石にはマイクロクリンやパーサイト構造が顎

2岐にIIIめられるものが多い.岩片には花陶岩や安山岩などの険性深成法や酸性中性の火山岩片が多い

が，置成岩片も見いだされる.貧鉱物は1%以上含まれ，特にガーネットが多い{橋武蔵野.1989) 

ガーネット はパイロープ成分を15-30司Eル%含むアルマンデインが多しまれにグロッシュラーが含ま

れている(武蔵野・笠原.1986) 

i!在岩相 (Km，Hm) 

銭片状勢開の発遣した黒色砂質ーシルト貿頁告を基賓とし.笹歓αn一敏mあるいはそれ以ょの砂岩，
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チャート，緑色岩，石灰岩などのプロックを含む砂省プロックはレンズ状を呈するととが多いが，チ

ャート，緑色岩，石灰岩などは不定形を示す，1悪質部分には平行業理の発達することがある 灰屋コン

プレックスの混在岩相において，絵馬寺本障から奥の院にか砂て多数のハイアロクラスタイトの角療を

合むものがあり，穣岩様の見かけを示す場合がある wヶ畑コンプレックスの本岩相では，チャートは
径数lOcm-数mのレンズ状岩休また陪プロックとして，夜泣峠商倒地撲に多数含まれている 庇育灰

色薦状チャートのほか赤縄色を呈する場合もある.後者の場合には緑色岩プロックと共存することがあ

る.

ITI. 4 1型地層群

I型地層群は，本国咽地域西部において，灰屋スラストを介して II型地層群の下位に位盤し，南北に
I!.. I! ~.， 

延長する その東方は琵琶湖Eぴ第四系に被われている 東部では，髭琶湖西岸の隻陀庭山付近Eぴ南

東端協の滋賀県架東町付近にわずかに分布するだ砂である l型地層群は東西走舟，酉にプランジする

周山シンフォームの稽幽構造をなし，その分布繊の中央容認を北北東南南西に走る花折断層により切ら

れる 花折断層西側では詑符石英問緑岩などの小規綾な花制岩掴の寅入を受砂ている 一方，花折断層

東倒では，比叡花関告などの大規離な花陶治体の貫入によって地層の分布が分断されている.

I型地層群札機造的上世の大原コンプレックスと構造的下位の比叡山コンプレックスに巨分できる.

比叡山コンプレックスは花折断層東側にだけ分布する.琵琶湖圃燥の憂陀躍山付近に孤立して分布する

地層は，両コンプレックスの境界延長付近に位置し，かつ現在錫頭がないためその所属を明らかにでき

ない そのため来区分I型地層群(TI)とするー

111. 4. 1 大原コンプレックス (Om，Oss， Oa， Os， Ok， 01， Oc， Ot， Og) 

命名 新総.名称は分布峻の中心部にあたる京都市左京巨大原の地名にちなむ

分布 本図帽地域西部，花折断層を狭んでその東西に広範囲に分布しており，本図幅南東端にもわず

かながら鴛出する 断層函聞では， II型地層群と灰随スラストを介して緩し，東倒では，構造的下位の

比叡山コンプレックスと断照で境きれる

対比 本図偏西障の京都西北部図幅地場のI型地U層群全体に，北西隣の四ッ谷図幅地域の由良川コン

プレックスに，それぞれ相当する.

屠相 チャート相と様色頁岩栂が卓錯しており，緑色岩・砥五型珪質頁岩・謹賀頁岩混在岩ー砂岩

頁岩互膚 ・砂岩の各相を伴う チャート相と黒色買岩相とは，スラストによって構造的に繰り返し，構

造的下方に向かつてチャート相が薄くなり黒色頁岩相が厚〈なる傾向がある.大阪コンプレックスは，

構造的上部では.チャート相が卓越しているが，構造的下部にあたる大海市品i笠途中町付近では，黒
色耳岩招約500m厚，チャート相200m厚となり，さらに花折断層東側地域では，緑色頁岩相が.. 起する

ようになる.

これらの岩相組合せの特徴を海洋プレート周序からみると，下位からよ位へ磁石型産冒頁岩層状チ

ャー卜 ・珪質頁岩そして黒色頁岩・砂岩頁岩互層からなる海洋プレート用語序のうち.扇状チャート ー珪
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第12随大原コンプレックスにお砂る層状チャート ー建質頁岩・黒色買宕の整合的... 関係 (京修市左京区4幽右町
北方の体遺沿叫'"・状チャ-'.飢瑳賓買箸."黒色買告ハンマーの畏き"""

質頁岩ー黒色頁岩の岩相からなる層序の揖り返しが卓怒し，愛妻下宮容の砥石型曙貿頁岩や上部の砂岩頁岩

互閣がしばしば欠損しているとみることができる.本図絹地場北部(京都市左京区百井町付近)には，こ

うした海洋プレート層序の繰り返す構造が典型的に臨められる(第l1!il11

海洋プレート層序を構成する各省相の厚さは，断層による岩相の掛り返しがあるため正確に見積もる

ことができないが，各覆瓦構造をなす構造単位(スラストシ ト)にお砂る見かけの層厚は，砥石型護費

頁岩10一回m，贈状チャート30-400m，護潤頁岩5-lOm(地質図よでは黒色頁岩に含めて表現1，黒色頁

岩30-400m，砂岩頁岩互周2o-100mである.露頭において，各岩相の藍合的な筑昇を観察することがで
きる 第11図のルートでは，地点Aで，J!Jさ45mの砥石型珪質頁岩，数mの露頭欠如を挟み，厚さ 5

mの黒色粘土岩と灰色チャートの互層を経て，厚さ100m以上の層状チャー 卜が震なるのが観察でき

る 第12図では，下位からよ也へ，層状チャート，謹賀頁岩，緑色頁岩が廠次重なる整合的な岩相霊化

が観察できる.

花折断層東側，比叡花働岩の北側に分布する本コンプレックスの層相は，黒色頁岩の分布が広くかっ

露頭がZしいためその特徴が明ちかではないが，層状チャートと黒色頁岩が繰り返し分布するとと，そ

して混在岩が乏しいなどの理由から，上記のような層序と彊E構造の特徴をもつものと推定される

111. 4. 2 比叡山コンプレックス (E日， Es) 

命名 新称.名称は分布域の中心部にあたる比叡山の地名にちなむ.

分布 花折断層東側，比叡山付近に分布するー北東南西走向でE畏6km，縮2-3kmの面積を占め

る.大原コンプレックスが断層を介して上位に置なり， 下阪は古蕗脅湖層群に不盟会に被覆されており
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第!3図 大原コンプレックスの玄武岩貿火山角楳岩 (大樟市W木町西方の大尾山菖斜面の祢運治叫

不明である

対比 丹波地峨に分布する 1型地層群の中で構造的殿下t立に位置する 他地域には本コンプレックス

相当膚は報告きれていない

層格 主に砂岩相と黒色頁岩相から織成される 砂岩相は厚園理砂岩と砂岩貰岩互層からなる 緑色

頁岩相は主に黒色頁岩からなり，砂岩頁岩互層を挟むー箇所で厚き数m のチャート岩体が挟まれてい

る 産状の詳細は不明である.全体に接触熱費成作用を受けており，砂岩頁岩は硬く塊状を呈し，置

成鉱物として一般に黒舞母ができている.

111. 4. 3 岩相

時色治相 (Og)

本相は花折断層西側では，混在岩中の径5-15mのプロックとしてわずかに産出するだげだが，東側

では，京都市左京区八漸時都，大海市の仰木峠北方，大海市三井寺南方に厚きlQO-300mの岩体として

産出する.これらのうち，三弁寺南方の岩体は富井(927)によって初めに杏仁状組織が発達した玄武岩

として記蔵されh また宮村(1959)，上治(1961)によって小規模な岩体としてその分布が示されている

他の岩体はこれまで記述されていなかった.

仰木峠北方の緑色告は，蓋祭の聞係は不明だが層状チャートの下位に位置している 他の2地犠の緑

色岩体は混在岩を伴っており層状チャートとの直接の関係は不明である

主に変質玄武岩からなり，晶状溶岩ー火山角様省{第13回ト火山性砕屑岩類 ・塊状溶岩の様掴を呈す

る まれに庄砕変形を受け案理状圧砕岩となっている 枕ポ溶岩塊は径lO-3Ocmのものが卓越しー般に
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発泡構造が臨められる 八議東部の緑色岩柑ではぬは犬溶岩に隣接して厚き数mのはんれい岩体が伴わ

れる

格岩の岩石薄片の顕微鏡観察によると，針状ないし短冊状の斜長石とそ¢聞をうめる普通U簸石 ー方解

"5-緑泥石・鉄鉱石頭からなるインターグラニュラーないしインターサータル組時を示す

砥石型珪質頁岩相 (Ot)

本国幅地場面部，大湾市伊香立途中町から京都市左京区花脊にわたる東西ルートにおいて_4 R層準で

その分布が寵められているほか，本国協南部の京都市左京区宝が池，大事撃市三井寺南方においても各1

層準産出する.

庇灰緑色の極細位瑳質粘土岩が5-15cmの厚きで成層したり，あるいは厚き 5-10cmの黒色粘土岩

腐と互層する.これらの粘土岩はほとんど粘土鉱物からなり，シルト大の砕屑位子を欠く まれにコノ

ドントや放散虫化石などの微化石を含む

チャート網 (Oc)

本舗は，花折断層酉側で70%程の震出面積を占めており.他の岩相は簿く側方に尖滅する スラスト

シートの織別は各省相の存在に依拠しているので，層序チャ ト以外の岩相が欠如しているところでは

それが認定できない.そのため，地貧困上でほ見か砂lQOOm以上の厚い膚状チャー トとしてしばしば表

現されている

本相は，主に層状チャートからなり，ときに珪質頁岩 ・砥石型珪質頁岩を挟む眉状チヤ トほ庇

匹緑色を呈す厚さ l-lOcmのチャー卜部と数mm-数cmのすE質協とからなる(第14!il1l) 下位の砥石型

珪質頁岩との境界付近では厚さ 1-5cmチャ ト都と泥賀郡とが互層し，上位の蓬質頁岩との境界付近

では，チャー卜郡の厚さも5cm以下の薄層湿となり，厚き lcm以下の泥質管事と互眉するようになる

(第12囲) 全般に接触熱藍成を畳けた結栄.再結晶し自色 ・粗粒となっている.再結晶化が顕著な窃

合，しばしば第14mbに示すように，泥買部の業理ないし層建が明瞭に浮きあがる しばしば小館幽

をなす(第15囲)

石灰治相(印)

京都市左京区岩倉長谷町北東方のー箇所にだ砂産出する 石巨岩相はミクライト寅石灰岩からなる.

石灰岩陪結品質で者灰色を昼し，厚さ1伽n以上，30mにわたって延長する.直緩の闇係はわからない

が.層状チャートに挟まれて産出する

珪貧頁岩相 (0同

本相は珪質頁岩からなる護貿頁岩は， 一般に 5m以下と薄いため，地質図よでは黒色頁岩梱に含めて

いることが多い唯ー本回幅地域北部，小tJj石町付近で厚さ40m程の蔑貿頁岩相が出現する また，本

図錨南部，商律寺付近では，混在岩相中のプロックとして産出する

珪質頁岩はー般に6制緩置で匠緑色を呈し，眉理商栂遣は乏しい.時にチャート様の光沢を有する硬質
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，."園 大原コンプレッタスの層状チャ ト .) や司".・貨で灰色a色を昼ずる膚紙チ. ト膚理"0に車交
ずる館現が鋳遣している {京修市左京区~が地公聞} ω 胃館&償層状テ，ート包"白色の".晶チャー
ト・4ヒ鳳色の"...とがZ局するチ，ート..隠は銅色灘置が鋳造する {大海市仰木町西方の大尾山西側首の
線道沿い〉

な妻皇賞告が狭まれる.顕微鏡下では，粘土鉱物以外に"ルト大の石笑・長石などの砕屑種子と放散虫

化石が認められる 第12図では，謹賀貰岩は厚き'm程で，層状チャートの上位に箆合に軍なりよ位の
黒色頁省に聾合に後われる

黒色頁岩相 (Os.Es) 

本相は主に黒色頁岩からなり，砂岩頁岩互層 酸性凝巨岩を挟む.

黒色頁岩は暗灰色ー黒色の買岩でシルト大の石英 ・長石を掴繁に含み，炭貨物片やわずかに放散虫化

Eを含む一般に蜘l様性を示し yルトや砂岩の平行主ぴ斜交薬理が寵められることが多い き妥抽撚置

成を受げている地穣では鳳色，硬質塊状の岩相を呈する.
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第15図 シzプロンないし箱獲の僧幽をなす周状チャート (京畿市左京区小出石町北方の特退治叫

砂結頁岩互眉相 (Oa)

本相は砂岩頁岩E層を主とし，厚層湿砂轡・黒色頁岩を伴う.

花折断層西側では極めて乏しし京都市左京臣金比糧山西方及ぴ古知平町東部の2箇所に厚さ50m程

のものが産出するにすぎない 一方，花折断層東側では大海市伊香立途中町南部及ぴ京都市山科区北部

域に浮き100-200mの地層が出現する.黒色頁岩穏に世まれて産出する

途中町南部の採石場では本相の砂岩頁岩互層を探鋸しており，破断した砂岩頁岩互層が好露出してい

る(軍16囲) ここでは強く層型車が破断されており，νンズ化及び臨躍した砂岩層と餓片状努開が持遣し

た頁岩との互燭，時に厚層理砂岩・黒色頁岩を挟む 全体に強く明断宜形を受砂断111・m断爾が努遺す
る 砂岩は圧砕聖形を受砂総子が細数イむしている

制唱欄 (055，Ess) 

本相は厚層理砂告を主とし砂岩頁岩互層，まれに黒色頁岩を狭む

大原コンプレックスでは本相の分布は，京郵市左京区の金比置山南方及び鞍馬山北東方の2箇所に厚

さ25-1凹mの成層砂岩が分布するだけである.

比叡山コンプレッタスについては.50-500mの厚さをなす砂岩欄が3層準に分布している.厚層湿砂

岩が阜館し，砂岩頁岩互層{第口図).淘汰の悪い含角様泥質砂岩を伴う 砂岩は中ないし組担で石英長

石賓砂岩である
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51在岩相 (Om)

混在岩相は梅洋プレート層序において特定の層準を占めるのではなく，各スラストシートの境界付近

に狭畏に分布する

第16函大原コンプνツクスの破断した砂岩買岩互層 地U層拡全体に強"，.野され砂場普信著しくνンズ化している{大海
市伊智立途中町酋山の傑石鍋}

、-・ ~ 、.

国

回

第17図 比叡山コンプνックスの盤然とした砂岩買岩互居 {大量倉市三石岳東方の綜遁沿い}
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混在場相は主に混在岩からなる.混在岩は.o片状努開が発逮する黒色貰畿を鑑賞とし，一般に小岩塊
として，砂岩・チャート ・珪質頁岩・磁性凝灰岩を伴うーまれに蜂色岩のプロックを有する

口1. 5 産出化石と地質年代

本囲網地犠では，灰屋露ヶ姻の爾コンプレックスにおいて，筋錘虫 ・コノドント ・放散虫などの化

石の庫出が報告されている{丹波地帯研究グループ.1979b).今回，医騒 ・大原の両コンプレックスか

ら放散虫化石の抽出を阻み.15地点より化石を得ることができた.産出した飲散虫化石のリスト ・図版

を第2褒;事1図版にそれぞれ示す.紡錘虫&ぴ故散虫化石のjj;tIJ地点は地質固に示す 比叡山コンプ

レックスからの化石の産出はない

なお高度散虫化石の問定Eぴ年内比主に Ishiga(1986)， Yao (1982. 1984. 19叫).ハ尾(1986)，Yao 

et at. (1980)， Matsuoka (19田)，Matsuoka and Yao (1986)に従った.

第2後京都東北毎回絹地繊の丹援惨から麗幽した政敵ヨ風化石

)1101; 
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日1，5， 1 産出化石

紡錘虫珊瑚など

匝毘コンプレックスの混在岩中には，大小さまざまな石灰岩プロックが含まれており，古〈から紡錘

虫 田海百合 ・濁湖 ・巻貝 ・腕足顔などの化石を産出することが知られていた Sakaguchi (1961， 1963) 

は紡錘虫化石を検討し，下配の4地点の石灰岩から出町内剖h加， Neoschwagerinaの2化石帯に属す

る紡錘虫化石の震を出を報告した

貴船神社西方(地点目):M出 tli柑 Sp.，OUlwainella wa噌四iScHWAGER， O. sp 

叡山電鉄鞍馬駅西方(地点目): Schu噌'm回 sp

鞍馬寺奥の院(地点F3): Pan~加ulina ku昨mの'lSiS SAKAGUCHI， P.加担m棺耐ai MORIKAWA & 

HORIGUCHl， P. 同IClShiilGO， Sch刷.m即 sp
鞍馬集落北方(地点F4): Neoschu時間出 C惜前u1;グ'N"aScHWAGER， Para.，加叫nasp 

放散虫・コノドン卜

医届コンプレックス及ぴ大原コンプレックスから次に示す放散虫化石を得た

匝置コンプレ yクス 京都市左京区静原から長谷崎にか砂て南北に延びる緑色岩相に狭まれる灰緑色

の届状チャート(地点 R7: GSJ R66588)tJから，ニ畳紀を示すrat<叫'"βstulaspが産出した本チャ

ー卜は厚さ 3mで塊が溶岩の上位に整合に2重なり，上限は断層を介して玄武岩質火砕岩類が上位に量な

る

構造的最下郎で，匠Eスラスト直ょに位置するチャート相の層状チャー 卜からは，下記の2地点から

ニ畳紀を示す放散虫化石が産出した.京都市左京区八瀬から酉へEぴる谷沿いに震書出するやや結品質で

灰色の層状チャート(地点R8:GSJ R66回9)からPs，""同l白illellaaff. 10噌lcorms，そして岩倉長谷町

北東方にある結品質で暗灰色層状チャート(地点 RI0;GSJ R師591)から.Ps"'"同lbai1/ellaspがそれ

ぞれ産出した

貨船山南方において北北西南南東方向に連続する赤褐色層状チャ ト(地点 Rl; GSJ R66581)から.

ニ畳紀前期を示す Pseud，叩 lbaitlellalam四財間帯Oshiga，1986)を特徴づりる内側d四lbaillella

lomen.laria， Ps. aff. s日 1Trata.などの放散虫化石が見いだされた(小原E顕氏のご教示による).鞍馬寺

奥の院南方の不動滝付近には厚さ 2m程度の灰色層状テャ トプロックが2岩体臨められた.このうち

1岩体(地点 R2:GSJR師582)から Fo1/icucu.lllωSPが産出した鞍馬寺霊宝館から奥の院にいたる参

道には，灰崖コンプレックスの混在岩相中に黒色チャート，緑色岩，石灰績などのプロックが含まれる

それらのうち，黒色チャート(地点R3: GSJ R66583)から Tria瑚曲mtesp.，白仰uclwsphaeraspな

ど三畳紀を示す化石が見出された

竜王岳北方から京都市左京区静市，岩倉木野町を通って上京区上賀茂北方にか砂て連続するチャー卜

岩体からは，一般に三蛍紀のコノドン ト化石の産出が知られていたが，下記に示す三坐紀の放散虫化石

が産出した静市付近のデャート(地点目 GSJR66584)からは丹両doJwliωd出国sp.，Dict:;卵 1Ilrella

sp.， Parahsuum spなどの放散虫を産し，三遊紀後期を示すと思われる 上賀茂大国神社から上賀茂

剖鼠斜番号を示している
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ゴルフ場に通じる小峠に露出する厚さ的50mの府状チャ 卜では，下部の赤色チャート(地点 R6:GSJ 

R師586)から Tria.ssocamtecf. dewe柑伐 Gゅnodocesp.，中郎の多色チャート(地点 R6:GSJ R66日7)

からはじ'-anoptumspなどが産出したことから，三畳紀中一後期とみなしうる.

また，本チャート岩体の上位に車なる緑色頁岩椅に属する登貿頁岩(地点 R9: GSJ R66590)からほ，

Tri四loc，呼四plica柑 m，TricoUJ岬，'"叫ωti，Eucyrlidieltum 開削畑'(!nse，凪Cかomitrella(?)cf加m，，"
叫 TranIl刷 um"泌xwelliなe，シルト賀開岩(地点R5; GSJ R66585)からは，e.叫岬die/lumsp.， 

Tricoloc，暗'sasp.， Unuma spが産し，それぞれジュラ紀中期中頃とジュラ紀を示す

大原コンプレックス掴状チャートから l地点(地点R15:G5J R66598)，層状チャ トの上位に盤

合に重なる珪買買告からは4地点(地点 Rll，12， 14， 15: GSJ R66592，砧594.師団7，師599)，蝋色

資器相中に挟まれる匹緑色の珪貿買岩からは l地点(地点R13; GSJ R66596)，黒色頁岩からは2地点

(地点11，12: GSJ R伍593，6659喝)において，それぞれ放散虫化石が産出した(第 2殺人いずれも

放散虫化石は，熱宜成によって再結晶しているため保存が悪い 主な放散虫化石としては，

Arc加eodic.加問trasp.， Hsuum sp.， Tricoloα桝'Qspなどが産出し.いずれもジュラ紀の範囲内の年

代を示す.それらのうち，京都市左京巨大田小出E町北方のやや設置なシルト質頁岩(GSJR66595)か

らは，ジニaラ紀後期前半を示す Tricolo田psatett噌り闘が産出した同頁岩はチャ ト相に属し，直下の

扇状チャートとは幅300mの破砕惨で境されているー

111， 5， 2 地質年代

これまでに記述した産出化石種の年代に基づいて，各コンプレックスの地質年代を検討する(第18.19 

図l.

璽ヶ織コンプレックス

本図絹地域の震ヶ畑コンプレックスからは年代決定に有効な化石は得られていない しかし，商悼の

京都西北部図幅地場では，緑色岩からは334-339Ma(石炭紀前期)のSm-Nd法アイソクロン年代(佐

野 関崎.1989)，石灰岩からは石炭紀限期一二畳紀前期のコノドント化石，層状チャートからはこ畳紀

前期ージュラ紀渦期のコノドント 放散虫北石，珪質宜岩及び頁岩はゾュラ紀前一中期の年代を示す放散

虫化石の産出が報告されている(井本ほか，1989) 

庇厘コンプレックス

本図。E地域からの産出化石に基づくと，石灰岩はニ畳紀前中期，層状チャートはヱ畳紀， 三畳紀，議

費頁岩はジュラ紀中期中頃，シルト賀泥岩はジュラ紀を示した これらの年代は，下記に要約する西隣

の京都西北部国縮地域で明らかにされた各岩相の年代範圏と調和している すなわち，京都西北部図幅

池媛では，ハイアロクラスタイトに含まれる髄錘虫イtEから緑色岩はニ畳紀前期，紡錘虫化石から石灰

岩はニ畳紀前一中期(丹波地帯研究グループ.1969， 1980)，銀散虫化石から層状チャートは二坐紀ジュ

ラ紀前期，珪質頁岩はジュラ紀前中期，頁岩はジュラ紀中期の年代をそれぞれ示す(第四図 !井本ほ

か. 1989). 
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大原コンプレ yクス

本国幅地域からは今回初めて層状チャート ・葱置頁岩・黒色頁岩から保存が懇いながらもそれぞれ放

散虫化石が得られたーそれらはジュラ紀の範囲の年代を示す黒色頁岩から得た放散虫化石IGSJ

R6659S)はジュラ紀後淵前半を示す

一方，大原コンプレックスとすJ比できる北西陣の四ッ谷園隔地織の由良川コンプレックス(木村ほか，

1994 第四国)l>.ぴ西隣の京都函北縮図幅地域のI型地U肩書写(井本ほか，19曲第同国)について，それぞ

れ次のような地質年代が報告されている なお，商コンプレックス閣の対比については，次の項で説明

する

1I 

制

紀 lfi

骨量
1関
紀鯛中

依岡

後

二 訓

霊 前

• |開 時期

後

石
期

炭

期

記

鯛

a図 b昌 c図 d皿 c畠 f~

g図 h自:団
第諸国 東省略語北郁図隔地域付近の舟波婚の復元珊序と年代 {井克彦lまか。
19瑚より) .惨着。 b 買省 C 殴色凝灰砦 d チャート e安委質買省
f石灰岩， .緑色岩矧.h:W白瑳石 i:11状マンガン鉱床及びマンガンノ
ジaール
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貰告。2珪質第四回周ッ谷図闘地織の丹渡帯の復元周序と年代 (木村ほか。1993より"
買岩 3 層状チャート 4 砥石ヨ回程寅頁:1:."5 右灰約 6 級色岩

由良川コンプレックス 層状チャートから産出した放散虫ヒコノドント化石比三畳紀ジュラ紀前

したが期を示している 更に一部の筒状チャートは眉序的上位のジュラ紀中期の蓬質頁岩に漸移する.

そしてって，!面状チャ トの年代はジュラ紀中期まで逮する可能性がある 淫質頁岩はジュラ紀中期，

四ッ谷囲幅地緩から年代を頁岩はジュラ紀中一後期の年代を示している.砥石型珪賀頁岩については，

示す化石のliE拠が得られていないが，常に三畳紀ージュラ紀の膚状チャ トに繋合的に被われること，

直上の層状チャートから三畳紀スパγアンーアニシアンのコノドントイじ石(Igoand Koike， 1田3)が産出

およそ三畳紀前期とみなすことができるすることから，

コノドント化石から京都西北部地域的1聖地圏雲孝 京都市右京巨保海峡に分布する胸状チャートは，

三筆記アニγアンーνーティアンを示し，下位では砥石型珪質頁岩に漸曙し，ジュラ紀前期の放散虫化石

ジュラ紀ゆ期末から後期前ジュラ紀後期，また，瑳質頁岩からは，を含む設置頁岩に盤合K被われる.

学を示す放散虫化石がそれぞれ得られている(第羽田)

比叡山コンプレックス

しかし構造的に I型地層群の最下部のユニッ トであるこ本コンプレックスからは化石の産出はない

その砕渦岩類は大原コンプレックスと同等か少し若い可能性があると治るら，

以上の各岩栂とその年代との岡町、を第6図に示した 各コンプレックスの年代範囲は， 上記で対比し

どのコンプレックスに"いても，日司た際接図幅地駿の各コンプレックスの年代を加味したものである。

状チャ ト，警世頁岩，頁岩の頗に年代が新しくなるとともに，相対的に槍造的下位のコンプレッタス

ほど，各岩柑の年代が新しく なるという傾向が認められる.

あるいは二畳紀ないしコンプレックスを構成する岩石類の年代は上述のように，三鍾紀ジュラ紀，

コンプレックス

そ一般にコンプレックスの形成年代は楠成岩類の中で最も新しい年代と同じか，

これは単に構成治掴の年代であり，
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れよりも若干新しいと見なされている{倒えば圃図.1989l.したがって，本固帽地域の縫積省コンプレ

ックスは，頁岩の年刊に基づいて，ジュラ紀中一後期にか砂て形成されたと推定される

1lI. 6 対比

本囲網地織に関して.11型地層群は西障の京都西北鶴田繍地JOI及(f白北隣の四ッ谷固帳地場から連続

しており，それらの研間報告(井本ほか.19凹，木村ほか， 1994)ですでに他地場のコンプレックスとの

対比に闘して鮮細な検肘が行われている(第H長) しかし.1型地周瀞の大原コンプレックスと比叡山

コンプレックスに閉しては両図幅地峻からの連続性が不明鰍であるため，ここでこれら両コンプレック

スに回して対比上の間閣を藍理 ・2議論する

本図幡地域の大阪コンプレックスは主に層状チャートからなり，黒色頁岩・砂岩頁公互層を伴い，ほ

とんど混在岩を含まない そしてそれらが一連の椎積層序をなしてスラストで録り返すという岩相的・

締造的特徴を示す これらの符徴は北西隣の四ッ谷園錨地績の歯泉川コンプレックス{木村ほか.1994) 

Eぴ西隣の京銀西北郁国領地緩(井本ほか.1989)の!型地層群全体の特徴に顕似する 繍造的にも，第

4図の地質概略固に示すとおり，大原コンプレッタスは両燭に延長する 年代的にも 111..で示したよ

うに.これらの各コンプレックスは調和的である.したがって，大阪コンプレックスは両コンプνック

スに対比できると考えられる(第l表l.

比叡山コンプレックスは海洋性岩石掴をほとんど欠き砂岩・頁岩からなることから，小浜固幅地域か

ら熊川園鯛地域に分布する古屋層(第4圏 中江・吉岡.1目的に岩欄的に類似する 比叡山コンプレッ

クスは陸測機積岩掴と梅洋性岩Eとが混合した付加コンプνックスではなし古里層と同様に斜面堆積

S訟を克繍した堆積体である可能性がちる.

111. 7 地質構造

ジュラ紀から自彊紀までの構造変形史は，01， D2， D3の3つのステージ{木村，日明。 木村ほか，

1989)から機成される その他形成時期や運動像が明らかでない断層鮮もある.

01ステージ

理E楊造 層建に平行なスラストにより同一省欄が緑り返す構造である.1型地脳幹では，下位から

よ位へ，磁石型珪貿頁岩 層状チャート ーを賀頁岩.w色頁念普及び珍告頁岩互居が順次貨なる海洋プレ

ート周序ないしそのー郵が欠鎖した緬序がスラストにより頻繁に練り返している

本国緬北古都の京都市左京区百井町付近の東西ルート(第11固)でみると.磁石型建質頁岩・層状チャー

ト・胤色頁岩からなる周序が7回程揖り返す各層序単也において.Ii<石盟議質買岩ないし層状チャー

トがその基底のスラストを介して下盤の蝋色買告の上位に重なる.スラストは鍵!IIとなる砥石型珪質耳

岩や頁岩が側方に続〈限り追跡できるが，欠如するとその位置を特定することができないため，地質図

よではスラストを延畏させていない(第11園) その場合も実障はスラストが延長しており圃状チャート
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からなる覆瓦構造を形成していると考えられる

彊瓦構造に関連したd咽造には，li凶状チャートに発達する小徹幽(FI)がしばしば観察できる.半波長

20cm-lmの閉じた組曲である

民屋川スラスト(灰屍川断層 丹波地帯研究グループ，19剖): II型地層群と I型地層群とを境するス

ラストであり，本図幅北西隣の四ッ谷図幅地場において，丹波地帯研究グル プ(1980)により匠屋川断

層と命名された.本図幅地績では，灰屋川スラストの露頭は観察できていないが，日型地層詳と I型地

届鮮との岩招境界としてその位極を推定した

D2ステジ

正宜摺幽構造 東西ないし東北東西南西走向で高角傾斜の翰萄をもっ禰幽(Fのである 周山シンフ

ォームはその代表的な倒であり，本国闘地峻の丹波帯の地層群はこの徹幽の軸郎から爾翼部を構成して

いる.周山シンフ才ームは，北西隣の四ッ谷田幅地域に東西に走る八丁アンチフォームEぴ西隣の京都

西北部固暢地域の保津川アンチフョすームとともに，半波長15kmの第1次オ ダ の裕幽健造である.

保樽川アンチフォームの東方延長部は明らかではないが，本図幅の比叡花筒岩分市域付近を通るものと

推定される 半波長2-3kmの第2次オーダーの禰曲構造が周山シンフォームの納部に発逮するため，

周山シンフォ ムは複向斜状を里参る 更に，第3次オーダーの半波長150-5同mの待幽が第2次オー

ダーの循幽の輪部付近に惚められる.

正立術幽に関連した'J噛造としては，祖飽輸面にほぼ平行なスペースト努闘が泥質岩に発達する 特

に比叡花樹岩南側で顕著に発遣する

東西走向の高角断書(木村ほか， 1994) 東西ないし西北西←東南東走向，北ないし南に70-9C・閉斜した

断層系である 本国船団隣の四ツ谷国領地場において，東西に23km以上延長する主毒品断層がその

代表的酬であるーいずれも断層で携された地層の対比から考えると，断層の霊位は北上がりである(木

村ほか， 1994) 本図幅地核内では，京都市左京区岩倉花園町付近に西北西東南東走向の高角断層があ

り.3kmほど延長すると推定される

D3ステージ

03ステージは，南北走肉で急斜する節理及び共役関係と錐定される北東南西走向の左横ずれ成分を

示ヲ断闇系と北西一南東走向の右横ずれ成分を示す断府系とからなる(木村ほか，1994) 南北走向の節

窃を充綱する石英脈に含まれる白雲聖母のK-Ar年代は91.2J;3.7Maである(Shibataand Ishihara， 

1974)ーしたがって，活動時期は自彊紀中頃と考えられる

花折断層の古期，舌動 花折断層は右横ずれ活断層(吉岡.1986)であるが，Y曲 hida(1986).吉国

(19明)が指摘しているように，丹波帯の地層群の引きずりの様式は花折断層がかつて左横ずれ断層であ

ったことを示している

左横ずれを示す引きずり携造が，本図幅地綾南西部，京都市左京区八瀬肘近に箆められるーそこでは

東西走向，北傾斜北上位を示すI型地層訴が，東方の花折断層近くでは北北東一南南西走向，酉よ伎を示

す構造に急変ずる その他，花折断層iti:傍，東西20伽nの範囲内で左ずれを示す地層の引きずりが耳めら
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れる

見かけの左横ずれ宜位盆，すなわち活断層期の右横ずれ聖位震を蓋し引いたものについて，吉田

(1995)は1O-20kmと見積った 吉国はその叡拠として花折断腸の両冊に分布する砂岩頁岩互「量得が対

比可能であることをあげ，その側方宜位距麓から花折断層の左繊ずれ聖位震を評価した しかし対比の

根拠にしている地買図は概略的なものであり，砂岩頁岩互層帯カササ比可能であるとする領鎚に乏しい

実際，花折断層酋11附互層帯は本国隔地峻内にあって 江型地層群に属するが，一方東側の互層帯はiレJ、
松園田地域内にあってI型地層群に廃すると推定できる したがって両者を同 の地層とは考えがた

い 花折断層を挟んだ正確な地層の対比には，本図幅北隣の~t!j惜図栢地域の地質の詳細も併せて明ら

かにする必繋があるが，ここでは以下の手がかりから聖位量を携蛤する

本図帽北部のI型地層務は菌にプランジする周山シンフォームの軸簡に位置しており，全体に北北西

南南東から南北走向，酋傾斜西上位を呈する 花折断層西側では京都市左京区八瀕付近から上高野に

かげて，地層が東西走向，北傾斜北上位に変化しており，そこで明らかに周山シンフォーム南耳著者へと

移る 方花折断層東側では，本国極地場内のI型地層群は，比叡花闘岩の北録，ほぽよ高野付近まで

北北東南南西走向，"傾斜酉上位の初進を示し，周山シンフ才 ムの輪部の鋳造に調和的である.比

叡花開岩の商聞ではI型地層群は東西走向で明らかに裕幽翼鶴の構造にあたる.したがって，花折断層

に沿って500m以上にわたる左倹ずれ宮祉の影響は認めがたい

以上の点から，花折断層の古期活動の左横ずれ宜位の見かけ盆は，5同m以下と小さなものと推定さ

れる

IV 花闘岩類及び岩脈類

(高橋桔平 ・木村克己)

IV， 1 研究史

比叡山周辺の花関岩韻や接彪睦成作用が，明治30年代には割べられていた惜下，1961の夜間史参照)

大正時代に入り，比企(1917)が比叡山周辺の地質一般を総括した その中で花陶省績と岩脈績の相互間

係を論じた.その後京都大学に地質学鉱物学教室が創立され，この地域の地!!li<ぴ鉱物の研究が進んだ

昭和30年代までの研究成果は，京都新聞社(1961)の比叡山の総合制査報告で知ることができる その

報告の中で，吉沢 ・石板(1師la)は比叡山の花閥岩顕の内部相に斑状花向岩が発達することを明らかに

した Eに吉沢・石坂(1961b)は，ランプロファイアについてその産状や記餓岩石学的佐賀を明らかに

して，それが花陶岩顎と金〈袋なる成因で生成したと愉じた 早瀬(1961a)は花閥岩覇中に含まれる褐

簾石をはじめとする副成分鉱物の放射能を報告した 併せて早瀬(1961b)は，比叡山の花岡岩類中の石
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英に γ線を照射し，その結果得られた雑化度E射望震が領家管や飛騨後の花開岩頬のそれより著し<，闘

ノ上&ぴ苗木花関岩輔のそれと類似することを示した 更に早瀬(1961c)ほ比叡山の花側岩掴から K-

Ac 年代を求めた.

本国街地域及ぴ北西陣の四ッ谷地域，北隣の北d唱地域において，小規棋な花陶器質ないし同線岩質

経体が丹波帯中央部に寅入している.寅治(19唱7)はこれらの岩体を総括した 更に寅治 ・湯川(19ゆ3)は

それらの岩体の帯磁撃や不畳明鉱物を記載し，花関岩系列を抽じた。

花陶岩掴の放射年代について，早瀬(l961c)の先駆的研究に引き続き，河野・植図(1966)や早瀬・石坂

(1967)合唱南日本の花陶岩頬の年代測定を行い，その中で本図胴地場の花陶岩閣の年代を報告した.i!l

近では沢田 ・板谷(1993)や寅治ほか(1995)が本図幅地波及び周辺地域の花両岩類のK-Ar年代を報告し

た.

W. 2 概観

本図幅地域では花網岩額が中央官事で比較的広く，北西部では点在して分布する.本報告では産状 岩

貿放射年代に基づき，叩木トーナル省(G，)，花脊石英問緑岩(G1)，小規模トーナル岩(G，)，霊仙花

附問緑告(G.) ，比叡花尚治 (G5 • Go)に分防た これらの花関宕掴はいずれも丹波予告の権検岩績に貨入

し，放射年代は7Q-IOOMaにわたる(倒えぱ沢田 ・仮谷.1993 貨治ほか，1995) 巨視的には山陽平管の

花尚治割に世置づけられる{団結庄ほか，1985)ー

とれら花関岩頭は丹波形のうち，I型地層幹にだけ賀入しており.接触変成作用をI型地層群の岩石

に強く与えている 1型地1111群分布場内には集賢母接触変成帯が広範罰に形成されているこうした特徴

は，北西陣の四ツ谷園極地域及ぴ西慣の京都西北部図隔地域についても同様である

岩脈類はこれらの花倒錯罰Eぴ丹波帯の堆積岩コンプレックス，特にI型地層群中に貫入している

岩脈摘は安山岩置のもの(D，)と花樹監賓のもの(1)1)とに区分できる

花岡岩掴のそ ド組成を第20固に，化学組成を第3表に示した

w. 3 花 闘岩掴

IV. 3. 1 岬木トーナル岩 (G，)

命名 寅治(1987)が仰木岩体としたもので，中粒トーナル岩Eぴ花向問緑岩を主とする.

分布と聞係 本岩は本国街地域中央部やや北よりの水井山から大尾山にか砂た山稜の東側と西側に丹

波裕の穫積岩鎮を挟んで分布する 分布は分かれるが岩質上の類似性と被震入岩績との境界が組〈傾斜

することから，地表下ではー続きの岩体と判断した.

本岩と丹波帯の縫積岩1Iiとの境界は， 水井山北京1.5km及ぴ北1.2km，それに大尾山北2kmの林道

や沢沿いで観察できる 境界面は水平もしくは堆積岩冊へ緩く (30度前後)傾<.境界都は明瞭で，北倒

では境界琢付近がアプライト質となるが，商聞では主活相が直後丹波帯の堆積岩に倭している 京都市

左京巨大原三千院付近から東北東方向にか砂て，本岩と唯積岩顕は断層で接する
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石英

アルカリ長石

。比叡花岡倉
. .仙花働関..皆

、小紛糾叫'

io開田閃刷
・仰木トーナル倉

ー---斜"石
第2図 花削岩嘱のそ ド銀廃棄 プロフトされた個々のデ『タのうち仰柑E制使瑚出，.仙花
働省側絹暗にほ寅治(1拘1lのFil[，2から霞みとヲたタータも加えてある 小規慣トーナル

普及び花脅石実関録喝の舷...!ま貴摘。鱈1lのFill.2で示されたおおよそのデータの・

闘を示す

治相 中粒のトーナル岩Eぴ花欄間緑岩を主とし，モード組成のよで石英問緑岩や石英そンゾニ岩と

なる岩石を伴う 山稜の東側の大海市仰木町側では長径0.5-1αnの自形の角閃石が目立ち斑状組織を

呈する 西側の斜面に分布するものは等盤状を呈する.

角閃石黒!llfII花岡閃緑砦 (GSJR66515，仰木帥南東O.7km)

肉眼的には珪長質鉱物がO.5-lmm，苦鉄貧鉱物がlmm前後である奉賀中に，畏笹S

の普通角間石が分布する斑状組臓を呈する.

主成分鉱物として斜長石(41%)，石英(24%)，カリ.石(16%)，鳳震母(8%)，普通角間石(5%)を

含み，1I成分鉱物として不運明鉱物，燐灰石，ジルコン，二次鉱物として絹雲母，緑泥石を含む.斜侵

石は半自形から自形を呈する 一部置質して絹雲信号化している。主な書草分はAn'5前後，外縁宮容はAn20

-30である.石突は他形で波動消光をほとんど示さなU カリ畏石ほ他形を呈するパーサイトである.

普通角間石は半白形ないし自形で不置明鉱物をしばしば包有する.軸色はx=淡褐色，y=緑褐色，
z=帯褐緑色である尿震母は半自形で部分的に緑泥石化している軸色はx=滋褐色.2=褐色である.
鳳震母含有単斜輝石角閃石石笑モンゾニ問録岩 (GSJR66576.冊木陣東南東O.3km)

肉眼的には中位で均質等位状の岩石である.

主成分鉱物として斜長石('5%)，カリ長石(30%)，石英(5%)，普通角間石(12%)，単斜鱒石(.%)， 

鳳賓母(2%)を含み，副成分鉱物として不置明鉱物，ジルコン，褐れん石，二次鉱物として緑泥石，炭

酸温直物，輯禦母を含む.斜長石は主幹白形から自形を呈する.置貸して鍋震母が散在している.主裏部

はAn30程度，録音容はAn20程度である カリ畏右は他形を星し，パーサイトである.石英は克塊状に盆
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節"提 花尚省鋼の化学組成 これまで公表されている化学組峰の仇今留の岩体区分と対応がつ弘かつもとの包厳データの各.. 

化物の合計が原署の合併t-ftするものを示した F.，o，【"淀川}低金肢を Fe，ρ.，として分射された姐L 引用文献拡~の通り l 

a匝・野""製)9)， 2 賓治副・JIHl993}.3 :.椅隠かU磁路}

省体名 比叡花商岩 アプライ ト 花園斑岩

~・a ' 1 ' ' 1 ' 1 
文離中の書号 '" A37 "̂ "̂ ... "̂ A" 373 A50 37‘ 観0， ..司4 70.71 73.06 74.78 71.02 自由" 75.82 "由3 74.90 73.86 
τ10， 。" 0.06 。38 0.29 0.28 。咽" 0.05 町 。08

" 
"1.0. 15.85 15.29 14.46 12.14 15.04 1唖" "冒7 13.73 12.46 13，49 
Fe.O. 1.04 o ‘2 0.64 0，86 0.70 0.71 0.65 0.23 0.33 。38
"。 1.87 2.57 1.96 1.71 2.04 

2‘" 。" o ・2 2.14 2.46 

F・~O.{lol. l)

Mn。 0.03 。" 0.06 。国 0.05 0.02 " 0.53 0.03 。"."， 0.3'‘ 0.81 0.97 (1.68 0.78 0，78 。唱。晶 0.15 0.06 0.10 

c“3 3。ー 2.76 2.85 2.12 2・7 1.68 。唱曲直 0，87 0.48 1.17 

"~O 
4・" 3.54 3.23 3.82 3ι1 4，16 3.11 2.91 3.65 3.37 

向。 3.38 2.30 2.25 2目 2.76 3.70 5.07 4.80 5.79 3.53 

p.O. 。08 " 0.24 

画。

同0(+) 0.21 1.02 0.40 0.76 。咽.. 1.35 。" 。"

ト"，，0(-) 0.3由

Ilg. !..~ 0.37 1.23 

Tot.J 

'"‘" 
99.56 100.50 99.6 911.88 100.10 100.31 100，34 100.25 100.15 

轡体名 何時~- "..... 花曹石糞関陣岩 小捜'"トナル岩

文献 2 2 2 2 3 3 2 3 

文眠中の番号 0.' HA.官 HA晶2 KTS‘1 刷. KTS晶E MO-， MO-2 

"'" 
63.03 64.57 63.79 61.20 88.07 82.51 88.7& 喧7.29

下問a 0.73 0.59 O.唖5 0.91 0.76 。." 。.. 0・8
Al，o， 15.68 15.39 15.66 

"‘" 
14.24 Hi.U 16.75 15.73 

'''0， 2.53 2.32 0.73 

'"。 2.113 3.目。 2.47 

Fe:.o.(total) 4.67 3.87 4.1'‘ 6.27 3.39 

MnO 0.07 。07 0.09 0.17 0.08 。" 0.08 0.07 

"'" t串串 2.21 2.44 3.48 2.申2 2.31 1.87 1.71 

C樹3 4.84 3.85 3.96 6.22 '.2・
4・" 3.81 3.66 

N.抱。 4.56 ..，。 4.68 3.87 3.99 4.54 "。 5.18 

ぬ0 1.84 2.51 2.22 1.79 2.80 2.113 1.77 1.81 

p.O. 0.35 0.32 。33 0.<。 。" 。30 0.26 。"
e.o 0.06 。07 。" 0.05 。oe
情。(.)

同0(.)

1 回 s 0 ・4 。日 0.49 0.66 0.29 

Tot..1 "司1 98.58 98.51 99.70 100.5唖 99.33 ー9.24 99.1畠

ずる 単斜鏡石は半自形で段状に産する.普通角間石は他形ないし半白形を呈し，軸色はx=無色，

y=淡鋤色.Z=II!褐色である句集要聖母は半自形で X=i霞褐色.z.=赤褐色の紬色を示す風雪母は結晶

によっては一部または全部が緑泥沼になっている

IV. 3. 2 花脊石英問縁宕 (Gz)

命名 貨治(1987):&ぴ貨治ほか(1995)で花脊別所岩体Eぴ!日花脊帥爾方の岩体としたもので，中粧の
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石英間続岩Eぴ石英モンゾ閃緑岩からなる

分布と聞係本着。時国緬地場北西磁の京都市左京区花脊付近から北瞬の~t/J世田絹地域の別所にか

砂てと(従来の花帯別所岩体)，花脊帥の南南西約 1km付近日目花脊帥F緒方の岩体)に分布する.

花響から別所にかげて分布するものは，銀高700m前後を境として地形的に低いところに本治が，高

いところに丹波宇野の縫積岩績が分布している.両者の鍍触部を北院の北小伝国領地織の別所川河床で観

察できる(第21固) そこでは境界銀は不規則な形霞をするが，巨視的にはほぼ水平である.境界郵では，

花帯花欄間緑岩の主活相が直鍍丹滋有の権樹省調とa聾する喝合と，主岩欄の録に 2mm以下の優白質細
誼僚が発遣する治合がある 花待鈴梅街西lkm付近の省体は.視線付近に小規模に分布し周囲の堆積

岩罰との聞係は不明である

岩稲 本岩は主に中位で等位状の石英問緑岩及び石英モンゾ閃緑必からなるe

"'粒鳳聖母普通角閃石石英モンゾ閃岬岩 IGSJR回577，京都市左京区花脊)

劃成分鉱物陪肉眼的に径1-3mmである

主に斜長石(団%)，石英115%)，カリ長石19%)，普通角間石112%)，..ilIl' %)からなり，副成
分鉱物としてスフェーン10.7%)，不畳明鉱物10.6%)，燐庇石，ジルコン，褐れん石を含む.斜長石は

半白形ないし自形を呈する.部分的に綱審母イbしている.主部はAn35-4s.寝度，縁部はAn20種度.石

英は他形で弱い波動消光を示す.カリ長石は充縁状のパーサイトである 普通角間石は半自形でx=波
褐色，y=緑色.z=帯脊緑色の軸色を示す鳳雲母は半自形でx=淡褐色，z=褐色の納色を示す.
年代 貨治ほか(1田5)によると，本岩のK-Ar隼代として花脊付近の酷斜から普通角関石で101.5土

5.2Ma，花脊伸南南西方の民料から..母で103.1土5.1Maの傭が得られている

，"'1園花脊石実関縁組と丹波帝の調...岩との関係，、，.付近の水面
近〈区軍幽するやや....の岩縄が花.:CJl~網時制G' ぞれより上の・分
が丹主主・の・....mである伺M必句"“‘.，刻現時川両a，
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N， 3， 3 小規領トーナル岩(G.)

命名 本図幅地域北西部の天ヶ岳の南ないし南西方 1-2km，;&ぴ金比皿山東方に散在して分布する

細 中盤でそード組底上トーナル岩や石英問緑岩からなる岩体をまとめて小規後トーナル岩と呼ぷ，賢

治(1987)のF省体，G後体，H岩体，寅治ほか(l開5)の百井谷岩体が含まれる 絵馬石として採掘され

てUる本告を第22図に示す

関係 本岩は丹波宇野の綾澗岩舗に貫入している.111入の状況は天ヶ信の南約O.8kmの沢沿いでよく観

察できるーそこではトーナル岩と堆積岩曹との績界は明瞭でトーナル岩の主法相が権積岩掴に直接獲し

ている.主岩相中にはやや優自貨の幅徴mmの平告が散状綾積岩瀬との境界に平行に発達している.

岩稲 本岩は網中盤等位状の胤雲母普通角間石ト ナル岩を主体にしている。

中粒普通角閃暗黒雲母トーナル昔 (CSJR6<578，京都市左京区天ヶ岳南西lkm)

主成分鉱物が向践では笹 1-2mmの均質な岩石である

主成分鉱物として石英，斜長石，カリ長石，IU聖母，普通角関石を含み，副成分鉱物としてスフェー

ン，不遺明鉱物，燐灰石，ジルコンを，二次鉱物kして綱審母，緑泥石，炭酸塩鉱物を含む.石E穫は他

形で弱い波動消光を示す斜長石は半白形で努聞に沿ってわずかに絹舞母が生じている 主毒事はAn25-

40，録は An15-20である.カリ泉石は他形のパーサイトである 黒援母は半自形ないし自形でx=旗掲
色， z=赤縄色の軸色を呈する.一部緑泥石化している普通角間石棺半白形でx=極渓緑色.y=無色
一緑色，Z=淡緑褐色の鞍色を示す.

年代 寅治ほか(1凹5)の百井谷岩体(鞍馬川の支谷，百井谷上流績に分布)から黒雲母のK-Ar年代と

第2'" 小網膜トーナル務の篠a・・"右としてトーナルーーが傑繍されている ト ナル曜は蓋〈風化しマザ化してい
るが .. 績を突に続鮮な畿百の修分が含tt，る写"手舗に嫁掴.れた斬鮮.・降局冨が...れている【京・市左京区花'
"南西方}
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して103.9:t2.3Maが得られている.

N. 3. 4 置仙花側関韓岩 (G，)

命名 貸治(1987)が鍍仙省体と命名したものに相当する.

分布と聞係 本因幡地域北端部の中丸大津市伊香立途中町付近から北隣の~t!j世図頗地域の軍仙山

にかけて分布する.

本省と丹波帯の椎稜岩掴との関係比伊香立途中町南倒の砕石場や者体の南備の谷沿いで観察で容る

境界都の直接の聞係や境界線の分布と地形的な関係から霊仙花則問緑岩と丹波宇野の縫積岩との境界は岩

体の商且ぴ南西側では権積岩側へ緩〈聞くが，東側では境界線が地形に無関係なことから境界面はほと

んど霊直になっていると考えられる

岩相 細 中位普通角同国馬要母花肉問緑岩からなる

中総省奇遇角閃石.雲母花関閃緑岩 (GSJR66579，大津市伊香立途中町南O.5km)

肉眼では主に霊長質鉱物は謹 1-2mm，苫鉄質鉱物は径 lmm前後を呈し，加えてそれらを溢賓とし

て畏径5mm前後の自発の普通角閃石が散在する

主に斜長石(39%)，石英(26%)，カリ長石(16%)，黒雲母(12%)，普通角間石(8%)を含み，剛成分鉱

物として不透明鉱物，ジルコン，燐灰石を，二次鉱物として緑泥沼，絹曾母を含む 石英はごく弱い波

動消光を示す。斜長石は半自形ないし自形で部分的に組理聖母化している.主的はAn30-35程度，縁部は

An20前後である 胤雲母は半白形ないし自形でー部緑泥石化している 紬色はx=淡褐色，z=褐色で
ある 普通角問石は半自形ないし自形でx=淡緑褐色，Y=濃緑褐色.z=緑褐色ー緑色を示す 属鉱母
Eぴ普通角間石はともに燐買石とジルコンを包有する.

N. 3， 5 比叡花関岩 (Gs，G.) 

命名 本花綱岩を松下(1961)は北白川花同岩と呼称したが，山中花闘岩や比叡山花樹岩という呼び名

もあることを付記している。実際この松下(1961)の報告の中で比叡山花陶岩という名称を使っている部

分があり，岩体名に必ずしも 貫性があるわ付ではない.最近では沢昭 ・板谷(1994)は比叡花筒岩体と

いう名称を用いている.本報告では比叡花開岩として肥織する

分布 本図領地綾南西郁，すなわち大文字山如意ヶ岳の北側から比叡111111頂の近傍まで広〈分布す

る

聞係 岩体の南縁で本岩は，丹波帯の権積岩割に非開和に貫入し，両者の境界面はほぽ愛直である

如意ヶ岳の東 lkm，京都市と大添市の境界付近の道路沿いで，花削岩が堆積岩類をプロックとして取

り込んでいることを観察できる 花陶岩は境界近くでも岩棺に霊化がない.岩体の北東縁の三石岳の南

側や八王子山の周辺では境界害容は北間へ緩〈嗣斜している 境界都では花樹岩はやや種皮を減じ，弱〈

変質していることがある またいくらか優白質になることがある.

岩相 中一粗粒相雲母花尚岩からなる 暗色包有物は少ない.吉沢石坂(l961a)が既に指鏑している

ように，岩体の東側では笹2-3cmの自形のカリJ<Eが散在する斑状組織を呈する.今回の調査では斑

品のモード2置を野外で測定し. 3%以上の地場をま置状相(G，)として地質図に示してある
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租粒l!!¥聖母花閥宕(GSJR66日0，大文字山の北北東4.2km)

肉眼では差長貧鉱物は笹5-7mm，黒理委Jljは謹O.5-2mm程度の均質な岩石である

主に石英(34%)，斜長石(39%)，カり畏石(22%)，m~雲母 (5%)からなり ， 副成分鉱物として燐灰石，

ジルコン，不透明鉱物，二次鉱物として白雲母，緑泥石，緑膿石を含む 石英は他形でごく闇い波動消

光を示す 斜長石は学自形で部分的に置費していて白雲母や緑康石が生じている.主部はAn25程度，

縁部はAnlS程度の組成である カリ長石と緩する蘇分でいくらかアルバイト成分を増すがオリゴクレ

スの組成範囲に収まる カリl<Eは他形でパーサイトである 婦!I!母は半白形でx=淡褐色.z=褐色
の軸色を呈する部分的に緑泥石化している惜灰石やジルコンを包有する ジルコンを包有する場合，

属鉱母に多色性ハロ が生じている

年代河野構図(1966)や早瀬 ・石坂(1967)により本花働岩の放射年代が自彊紀後期を示すことが知

られていた 賞受近，沢悶 ・ 板谷(1993) は本岩の!O\~聖母 K-Ar 年代として， 96.6土，.8から95.8土4.7Ma

の値を示すものと，72.4:t3.6Maの二つのグループがあることを示したただし両者の地質学的関係は

不明であるとしている 彼らによると本花陶省に賀入する斑岩掴が68.7土3.5Maと67.5土3.4Maの年

代を示すことから，本報告では花岡岩の若い年代値は岩脈頚の貨入による年代の若返りと解釈しておく

N. 4 岩脈類

本国幌地縁の岩脈類は安山岩 (D，)と珪長賞岩(D~)に 2 分できる岩脈の大半は丹波修の I型地層群E

びそれに併入する花岡岩罰を貨いており， II型地層群分布域中の岩脈は，京都市左京区静原町西方の薬

王坂に一つの岩体が認められるにすぎない

安山岩(D，)はかつてランプロファイヤー(比企，1917 吉沢ー石板.1961bなど)と呼ばれていたもの

に相当する 比叡花筒岩に貨入するもの陥北東一南西ないし南北方向に延びる(第23図) いずれも小規

模なものばかりで脈幅は厚くても数m程度で速続性に乏しい 暗緑色細坦の岩石で本岩には完品質で

掴位問緑岩としてもよいような宕相も含めてある 主に普通角関石と斜長石からなりー般に多少とも聖

質している ととに斜長石は結品の犬部分が綿密母化していることがある

建畏質岩(02)は花闘志笹岩，石英閃緑灘岩，石英斑岩，アプライト，淫長岩からなる 規模の大きなも

のとして，花樹療宕が衣掛岩周辺から千石岩にかけて比叡花向岩に貫入している.北北東一南南西ない

し南北走向で走向"'1礎的8km，脈幅最大250mにいたる.更にこの花陶斑岩の東冊に平行して石英問緑

蕊岩が八王子山から礎霊山にか砂て分布する 脈帽最大150m，走向延長約3叩である これらの斑岩

額から既に述べたように68Ma前後の放射年代が得られている 石英斑岩やアプライトは小規模であ

り，北東南西走向が卓越している 大尾山の山複東斜蘭付近で 2つの冊木子ーナル岩に狭まれた貰

岩ホルンフェルス中に，北北西南南東，北東南西方向に延ぴる数多くの石英斑者が貫入している.

N. 5 接触変成作用

本国幅地峨の花関岩類の周囲では丹波帯の堆積岩妓が接触聖成作用を被り，鎌舞母やlIt膏石などの接
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触宜成鉱物を産する 特に花街断周東側のI型地崎務は会績にわたって線雲母を産する綾触度成惨とな

っている 花折断層西側では，鳳雲母を産する接触聖成穆が散点的分布する花筒岩体周辺に聴められ

る 花布石英問録舗では幅約lkmの範圏Eぴ小規極集トーナル岩については半径2曲一l帥Omの範囲にわ

たって，それぞれ織Ki!t帯の鐙岨置車場が寵められる.また，京都市左京巨大原の窓光稗北方の谷沿い

及び花尻町からE文峠にかげては，花働岩績が寵められないが銭触妥瀧織が存在する.その範囲と位置

が小規模トーナル岩に伴う接触藍成格の特徴に鎮似するので，小規模ト句ナル岩がすぐ地下に漕在する

ものと錐宣する.

これらの祭触霊威厳のうち比叡花陶告の商圃は，従来から接触変成鉱物の鉱産地としてよ〈知られて

いる{比企，1917白地学団体研究会京都支部，1978)， 

Nakamura(19ゆ5)はこの比叡花削岩陶鰭の丹波形の縫積岩の接触聖成作用について詳しい解析を行

った 彼ほ泥賀岩の鉱物共生に釜づき緑泥石帯，黒雲母平野，.育石帯に置成分帯した.買に盤背石平野を

高温舗と低温舗に分砂"

緑泥沼宇野は花削岩と堆積岩領との境界から南1.5-2.5kmを北限としてその商傷。 5-1kmの範囲であ

る 泥寅岩では緑泥石+白書母Eぴカリ長石輯の組合せで特徴づ付られる.本帯では砂質告に鳳震母を

産することがある。黒雲母事管は花筒岩と堆積岩績との境界から南約lkmを北限とし緑泥沼穆との境界

までの範囲である 低温側の緑泥石帯との境界は，泥質省が鳳Ki!tをJ!ずることで定畿される 濫脅石

帯は泥質岩が蓋脅石を産することで特徴づ砂られ，花働省と準棟岩績との境界から南約lkmの範囲で

ある 温青石帯はカリ長石が存在するかしないかでそれぞれ低温箆と高浪害容に細分できる.一般に軍育

石惨では白雲母のそード組成量は緑泥石帯や黒震母平野より少ない.特に花働岩との境界近〈でほ白書俸

は蓋脊石の咽像か輩脅石の燭図のコロナとして産するにすぎない.

第23園 霊安山密告脈"山趣旨∞Jが提忽花働省(G)区貫入ずる世機市鰍本町大尾山東鍋置の舗道〉
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Nakamura(1995)は以上の変成分帯を基本として，石豊島化度解析や変成鉱物の化学組成に基づく平衡

温度を求め，!I背石低温部の拍まりが51O'C，高温部が560'-590'・Cという結果を得た

V， 古琵琶湖層群及び大阪層群

(田中里志 ・吉岡融和)

本図幅地続周辺の近江盆地には古琵琶湖庖群が，京都盆地周辺には大阪層群が分布する 本国曙地域

内では，商層群ともに主に河成ないし湖成の傑砂・シルト ・粘土居からなり，火山灰層や詑炭贈を挟

む

古琵琶湖層群は近江盆地周辺Eびその南方に分布する鮮新更新鋭で(第24図)，挟在する100以上の火

山医を鍵膚として鮮総な駒序が組み立てられ，府相に基づいて，下位より，上野累届，伊賀累層，阿山

製周，甲賀累!面，蒲生累聞，草神紫廓，膳所集局，竪図泉fIlli<ぴ高島祭層に区分されている(Takaya，

1963: Yokoyama et al.， 1977: Kawabe， 1989 古琵琶湖団体研究グループ，1992) 本図幅地峻のう

ち近江盆婚の湖東地域には古琵琶湖届都中磁の草津探層が，湖西地積には古琵琶湖層群最上部の里凶累

眉が，京都盆地縁辺には大阪周群が分布し，いずれも更新統の非海成堆積物である{車5図)

V， 1 古琵琶湖層群草津黒田 (Ks)

1:<海巣層は，大穂市南部 草海市南部 ・葉東町・甲西町など近江盆地南東部の丘陵地続に分布してい

る 下位の蒲生累腐とは藍合関係で重なり，主に様層 ・砂層並びにシルト ・粘土層の互層で構成される

(古琵琶湖団体研究グループ，1977， 1981) 局厚は，70叩mで，下位から浅柄野砂層li<ぴ瀬困燦層に

区分されている(古琵琶湖団体研究グループ，1981) 

本国僻地域南東端に分布する古琵琶湖層群は，草棒累層(Yoshikawa，1984)の瀬田傑帽に属する 准

積物は機層 ・砂月普及びシルト層からなり，数枚の火山灰層を挟む 本地域内では草津市山寺町付近に露

出する

v. 2 古琵琶湖層群堅固畢圃 (Kl，Ku) 

v 2. 1 研究史及び概脱

研究史

堅固累層は，堅固丘障に広〈分布し，粘土，シルト，砂及び艇から構成され，火山灰層を侠在する

42 



沖積層

段丘噌横倒

盲箆琶湖膚m
"庭園"/0'
吉"琶湖層欝

.".岩頒
断層

第"園 琵琶槻周辺地域の婚賞優旭国 首罵曹拠_tの分布陣綜'"辺''''舗の盟@簡略

化したもの題。に.3つの纏倒地..度創出壇.m:.:の盤固欄劃酌l聞}の位陣を示
< 

-'3 



*~、届の研究は， 戦前の池辺(19日)に抽まる 池辺(1933)は，堅固丘j匝に分布する古琵琶湖周欝を南正

粘土層，飽慈砂際圃Eぴ旧扇状地権積物の普門砂層 ・伊香立機婦とに区分し層序を明らかにした その

後，地辺(1960)は，旧日状地権積物も古琵琶湖層群として銀い，堅固累層と命名した その際，特に模

式地は指定していない.その後，Takaya (1963)は，火山灰庖を鈍届として，琵琶湖周辺の地質固を作

成した 償山(1967)は，近畿 ・東海地方の鮮新 ー更新統の広域対比を揖み.Takaya (1963)の研究を再

検討し，大阪間鮮のピンク ・山岡 ・アズキ ・八町池 ・サクラの各火山医に相当する火山医届が堅固累聞

に狭復するとした 石田 ・横山(1969).Yokoyama (19倒)は近俄 ・東海地方の鮮新車新統の層序をま

とめる中でE阻採府を扱っており，大阪層群盲琵琶湖周群ー奄芸府野常滑層群 ・穣戸層鮮の古地

理，構造発違反:の諸問題について宮Eえしている また，林(1974)は，堅回累膚の詳細な調査を行い地質

図を作成している その障，本累R習を8都届，すなわち下位から上世へ，虹ケ丘粘土届，北浜砂層，喜

撰粘土層，高城互閤，比良圃粘土層，栗原互居，佐川粘土問，山下E届(両院椿異相として磁慈砂傑層)に

細分し，これらの地照は整会的に貫なっているとした(第25図上真に，琵琶湖自然史研究会(1986)l'.ぴ

岸 (1992)などにより古生物学的研究が行われており，飯図(1988)は確立された層序を基に堆積学的研究

を行い，古努琶湖層群の椛積環境を初めて明らかにした.

地質保観

堅固累層は，厚さ数lOcm-数mの層厚の粘土ーシルト 砂 ・鍵からなり，火山灰層や亜炭層の議届を

挟んでいる その愚大田摩郡は3帥m以上と見積もられ，産出化石や権積相の特徴から，箆ホ成語とみ

なされる 一般的な走向傾斜は東西から北西ー南東走向，傾斜数一20・(干潟納部では50-60・)で南側により上

位憎が露出する傾向を示している 琵琶湖湖南の大権南開Eぴ瀬田石部地場に分布する古琵琶湖周併

は，下也の革路累層と上位の館所繁凪に2分されている(古琵琶湖団体研究グループ，1992)が，横山ほ

か(1979)は，膳所累腐は堅固累届の最下部に対比されるかあるいはそれよりやや下位に桐当する可能性

を指摘している また古琵琶醐団体否問グループ(1992)は，湖南及ぴ湖西両地域の火山灰層序の鮮制な

検討とそれらと大阪随群との対比に基づいて， !普所累層上半部(富士見台互怖と茶臼山際照)は堅固黙層

のー僚に相当していると報告している.すなわち，湖西と湖南の古琵琶湖閣詳は一都で堅闘泉層と盤彼

するかあるいは両者には眉序間隙はないと考えられる

本国幅地域の堅固累膚は，上述した岩相暗序，iJJl出化石，火山灰の対比(林.1974; Yoshikawa， 

1984など)，それらに含まれるジルコンのフィツシヨン ・トラック年代(Nishimuraand Yokoyama， 

1975)，及び古地磁気層序学的研究(Hayashidaet al.， 1976)に遺産づ〈と，ほぽ100万年一30万年前の地質

年代である

林(1974)は，堅田繁!面を9邸周に区分し，各部局毎に模式地を指定している しかしながら，陸成層

¢特徴でもある側方への岩相変化.泥宕相の詳細な解析等を考慮し，本報告でほ，林(1974)の膚序E分

のうち唐招の大きく異なる下都7都圏(虹ケ丘粘土居北浜砂掴・薯撲抽土層高城互開ー比良圏粘土居・

栗原互層・佐川粘土11)と上郎の2部層(随翠砂劇画 山下互眉と同時易相)をそれぞれ堅固繁届下部届及

び上部層として袴巨分した{第25図) この区分は飯阻(1988)の燭序区分にほぽ等しい
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|¥ 部膚 (林.1974) 火山皮膚 部圃(本報告1 犬匝層群

山 第着車 仁:ーーーーー ト11̂  'J火山時 一
下 診 上部磨
互

理調響層

十
卜ーサクラ火山皮膚ー

佐川粘土膚

堅

田 轟l曹互照 仁 FIl--
膚1一一ー

上部

累 比良国粘土膚 トパイ村 イト H ト

層 下部眉
高蝿E膚

Eバ害A B イ-村ーーイー卜ーl ト 仁山岨膚亡事揖粘土膚 揖一一ー一 ← 
北~~膚

下部

仁2ケ丘11
虹ケ丘粘土居 ケ丘l ト ト 山図火山灰層ー

第25図 古膏哲湖層排堅箇集局の勉序区分と，.，.総括図

V. 2. 2 下都届 (KI)

地層名 林(1974)の虹ケ丘粘土問 北浜砂層 ・3盤撰粘土層・高級1ill'比良園粘土眉・梨原互層 ・佐

川粘土眉を指して，堅固終局下都府とした飯凶(19田}の下部周とほぽ同一.

様式地 飯田(1988)は模式地を指定していない 本報告では，滋賀県滋費都志賀町の著書鍵川河口付近

省岸谷沿いを新たに様式地とする このほかに，滋賀県大津市岬木の旦の雄琴川右俸に沿って露出が良

，当

分布 堅固丘陵全域に分布する 分布北縁は， 大海市銀仙山東方部地域 (~t/J世田楢地域)に遼する

層厚 340m以上(第26図)

層序聞係 選鍵忌である花働省並ぴに丹波宇野の堆積岩類を不盤合で覆う アパット関係にあるかどう

かは不明である.

岩相 泥閉砂層 ・畿圏誕びにそれらの互厨で特徴づけられる(第21固，第四回a).

泥府は数om-数mまれに10mに及ぶ眉厚を示し，無眉理塊状の膏灰晴灰色粘土と yJレトからなる

暗医色で均置な粘土で構成されるもののほか，縫物の炭質片を多く含み不均質なシルト 粘土からなる

もの並ぴにシルトと粘土の細互届で小リップル業種が発達するものがある(第29図) 不均質シルト層か

らは Tora，向=噌，da(シリプトピシ)など大型植物化石が産出することが多い また，階灰色で均質
な粘土層からは非海生軟体動物化石を産出するほか，大小さまざまなE鉄鉱が認められる.

砂層は厚さ数om数mで，特に膚厚の厚い砂!面中にはトラフ型や平仮型斜交届理Jtぴにコンケイプ
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第27図 宙望曹湖周欝竪厨累贋下僚層(上仰木火山灰層近傍)の砂泥互旭露頭 (大海市旭奪保木の且温泉制

型制空膚理が発達し.浸食基底面とともに円一彊円礁の掴一中礁を伴うことが多い(第28図'.第30園)

また砂層の産状には，砂から粘土(あるいはシルト)に級化成局する地層の下部を占める厚い砂層，泥層

中に厚き数m.横綱数10m露頭規績でチャネル状に挟まれる砂層，泥層中に厚さ数m以下で，績幅10

数m奴僕でシ ト状に控まれる細栓砂とシルトの細互層などがある(第31固) 層厚の厚いシルト層が

よ世に盟なる冨頭では，泥層中に掴殺砂が脈状に貧入する砂脈が留められる(第31，32悶) 全体を通し

て，下部騨は醐北部の掛11周辺に分布するが，そこでは砂眉優勢の脚互圃で特徴づ防られる

礁周は厚き量lOcm-lm程度で.掘ー粗粒砂基置の円一亜門中礁で構成される 縫積構造は，トラフ型

斜交業還または涜状を呈する場合が多く，砂層の最下部に浸食基直面とともにトラフ状構造を充繍する

状態でJaめられる(第28国，) 一般にこれらの泥層 ・砂層 ・礁層は互層する.

v. 2. 3 上部層 (Ku)

地層名 林(1974)の飽箪砂醒層とその同時築相の山下互層を 指して堅固累層上部崎とした 飯田

(1988)の上部膚kほぽ同ー

模式地 飯回(1988)は様式地を指定していない.本報告では，林(1974)の飽益事砂様纏の様式地である

滋賀県大津市伊香立の世波川谷壁を模式地とする.

分布 堅固丘陵西方の比叡山 ・比良山の両山貨が接する地域に帯状に分布する

膚厚 50m以上(第四国)

層序関係 下部層に漸移整合開係で箆なるほか，商都域の基盤岩近傍では基盤岩に直援不整合で置な

る(第担図)
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第29鴎 古箆琶湖周.".図累層下街周のリップルの発遷するシルト周 〈大隊市銀奪仰木の麗造成地)

第鈎阻 古琵琶..'"騨盤図累層下"，.の斜交薬理の発進する砂層 スケールパーほ長さ約1m.C;k.市銀奪仰木の息遣成
泡〉
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第J2国 首彊t!I...撃墜図累層下1111の砂の貫λ 肱裕司，.零仰木の且造成岨

"33凶器盆倉の花陶省左上11・との不還合掴扇，、ンマー"....園、世梅市仰木町3
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岩相 礁周砂層 シルト婦からなるが，会体として礁周が優勢である(第34図，第祖国 bl.砂層 ・

シルト膚は連続性に乏しく ，50cmから 1mの層厚で様周中に挟をする 礁届の淘汰は悪<.角一亙角で

礁周を構成する礁と基置の割合は場所によって異なる 一般に基置は細組位砂であるが，まれに淘汰

の悪いシルトを基質とする場合もある 礁は主としてチャート ・砂岩 ・頁岩花陶器掴から構成され，

その様径は 1-60cmであり，花両省掴の礁は，くさり様状を呈する湯合がある(第35図) 匡一大礁で構

成される様圏中には堆積傭遣は不明瞭であるが，中様で事脅威される礁層中にはトラフ型斜交案理がよく

発途する(第28図bl 様膚にt実在するシルト層には炭化した樹桜の材片などが顛繁に認められ，特に模

式地においては立ち枯れ峨態に近い状態の炭化した樹担が多数臨められる

V. 2. 4 堆積相互ぴ土佐積環境

古琵琶湖層鮮は詳細な圃序が確立されており，しかも非海成層にもかかわらず火山灰層により同ー時

間商の設定が比較的容易な地局といえ，同 時間菌内での推積相の笠間的な広がりなどが復元可能とな

る これまでにも本暦野下部の上野串眉叩賀累届では鮮細な堆積相解析に基づく縫積環境の復元が行

われている (Kawabe，1989)ーまた古琵琶湖届群上部のBl'rnl区間の権積環境については，古生物学的な

検討(鷺曹湖自然災研究会， 1986， 1994)のほか，飯図(1988)が報告している 特に飯図(1988)は，下部

周准積矧には浅い水域が広がり，そこに沈入する河川により形成された三角州が伸長と後退を掛り返し

ていたとしており，上古都府堆積期には西方より発達した扇状地が発達していたと結論づ砂ている 更

に，国中ほか(1995)は，錐琴仰木の盟地犠に分布する堅固黒眉のうち，火山灰層により届準が明確な地

層{堅固累層下部層上部)についての堆積相解析を行うとともに産出化右の検討結巣を合わせて，地積環

境の担元を試みている.これによると， 下部周の中で雄積環境が細区分される可能性を示唆している

すなわち，栗原I火山灰田栗原1Il火山灰層の時代にかけては河口デルタの推積環境を惣定し，それよ

り竪凶累層上部届を含む上位では，蛇行河川扇状地の椎積環境が想定できるとしている(第36固1.し

かしながら岩相の倒方への変化が遇政し〈その広がりは不明である.

V. 2. 5 火山庇眉

堅回集層には，厚さ数cmから数10cmの火山医届が多数挟まれている.本国帳地域に鴛出する火山灰

層のうち，地質図L 虹ケ丘(Ni)・1l'撲(Ki第37図トバイオタイト 1(BiI)・パイオタイト II(BiII)・

栗原1(Khl)・築原II(KhII)・築原lII(KhIll 第38図}・佐/1[I(SkI)・佐:JIIII(SkIJ)・佐川 旧(SkIII)• 

上伺本(Km)火山灰層(林，1974)の分布を示した.これらの火山灰のゆで，パイオタイト l火山灰届は，

0.7土O.lMaのフィッション ・トラック年代が測定され(Nishimuraand Yokoyama. 1975)，主な火

山灰層については.!il餓岩石学的性質が明らかにされている(体、 1974 吉川.1983; Yoshikawa. 

1984) なお，林(1974)は堅田丘陵において上記火山灰のほか.A'B 大谷 C.D'E火山灰届を記載

しているが，これらの火山灰層は遮続性に乏しし地質図に示さなかった.また，林(1肝心は虹ケ丘

1 . II並びに上仰木1. IJのそれぞれの火山灰層を日験しているが，本報告では虹ケ丘ll.上押木1火山

匹層をそれぞれ鉦ク丘火山灰層，上冊木火山灰簡とする.

林(1974)，吉川(1983)並ぴに Yoshikawa(1984)によると，事復火山灰府.s火山灰層は，大阪層群の
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アズキ火山灰層，狭山火山灰層にそれぞれ対比されている 特にアズキ火山灰層は，鎌悶ほか(1994)に

よりその結蜘坤部九州の詰牟晶カルデラであることカ噛摘されている.更に虹ケ丘火山灰層は山田火

山灰層に，よ仰木火山灰層はサクラ火山灰層に，E火山灰層はカスリ火山灰層にそれぞれ対比されてい

る(第25図上 これらの火山灰層についてその特徴を吉川(1983) に基づき!~述する

薯模火山灰層 周厚200cm.憲下部5cmは白淡桃色 ・中細粒，下部1O-15cmはアズキ色 ・中舵，

上半稼約'8Ocmはアズキ色の中盤部と粗粒部の繰り返しで特徴づ貯られる 含有されるガラスは中ー細

位，無色白揖色遣明で，)i手の中間型から扇平裂の性質をもつ わずかに含まれる重鉱物は斜方隊石 ・

単斜輝石と少量の角問石・不遭明鉱物からなるー

8火山灰層 熔厚15cm以下 白色ゴマシオ状・中←粗位の特徴をもっ.含有されるガラスは銀色一褐

色豊明，扇平型から中間型の性質をもっ.lI!鉱物は斜方輝石単斜錫石を主体とし角問石を伴う

虹ケ丘火山匝届眉厚2-1Ocm 白色 ・細訟の特徴をもっ.無色遣明 ・中間型から多孔質型のがラス

主体で，重鉱物は主として角間石である.

第"罰 .. 麹篭湖周群'"閤累層上..膚の窟頭 ハンマーの畏毒劇km.1大海市生惨
町7
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ハンマ の畏き.. 凧(大和市仰木町}

.，)雄積環境積層(窓縄各)

古琵琶湖周務室図累層上部'のくさり礁を含む露頭

訟機質館行河111
~扇状地

上鶴居

第35関

山
下
左
肩

佐;111結土膚

堅

粟"'"屠国

オタイト"
比良園粕土膚累

訟貨舵朽河川

~三角州
下街膚

除
却
怒
烈
ヨ
怠

高級互暦層

事針路粘土膚

北渓砂膚

" 虹ケ丘l虹ケ丘結土膚

." 図やほか11咲訟の n : Hayashida ，/ Ill. (1916) 

古狸管制周鍵盤毘累層の堆積環境
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第31図書調火山灰層の霞頭スケールは1，語、〈滋賀毎志賀町， '"田川}

第38図栗原1I1火山灰層の露頭 ねじり鎌の憂き25cm.(大海市超奪仰木のE出成地)
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土問木火山庇眉 居厚15cm以下 サクラ色中ー細粒の特徴をもっ.無色透明・腐平型のガヲス主体

で，11¥鉱物は主として角閃石・斜方郷石 単斜郷宿・斜震をEからなる.

E火山原層緬，I!;!5-2Ocm 白色 ゴマシオ状 .ll!:位の特徴をもっJj鉱物は長住状大型の角間石主

体(最大粒種は 11Il1ll以上1で斜方輝石を伴うー

'1， 2， 6 動植物化石

堅固泉層からは，合〈から長鼻額化石並びに軟体動物化石の報告がある(lkebe8t al.， )966 

K，m包， 1966など)

大型植物化石

E墨田鼎凪全体を通して，上部胤である砲撃砂磁聞から健日n"， 加1'me出is，Picea cf. b必0/01'(マッハ

ダ)などの寒冷気候を示す植物化石を報告している(林.1974) しかし.メタセコイア織物併に鹿ずる

植物化石はこれまで報告されていない まれに稽ー背匹色のシルト極細粧砂から T，叫氾 macrotodn

(シリプトピシ)の化石が産出する.

長易額化石

巣原 11 火山灰層の駒14m下位から Stegodl問。ん~h沼相秘(アカシゾウ)の臼留が報告されている(締野，

1983) .また.Kamei (1966)はMammuthus何mm酎師四teussh申附k(シガゾウ)の臼歯を報告してい

るが.林1I974)はその産出周準を栗原H火山灰届と栗版rn火山Ii<層の聞の層準としている 更に.

Kamei (1966)のStegodl問。内聞俗的(トウヨワゾウ)は，Yokoyama (1969)により上阿木火山匹圃百上で

あることが明らかとなっている

軟体動崎化石

竪図幾層から産出する非海生軟体動物出石滋鳴を.Ma出lOka(1987)は2つの動物群に巨分し，空盛岡

累111の下飾磨上都(林.1974の区分の虹ク丘粘土閣から葛撰粘土層}までの化石群集を堅図動物群1，そ

れより上位のものをE困動物欝Ilとし次のような語学S絡を報告している

堅固動物群lナガタニシ締型で代表され.饗宮湖国有積の H，前理師{，噌坤itrl(ナガタニシ)で特徴

づ砂られる.それに伴う謹としで，Alocin労陥 longicornis(コガシラマメタニシ).Sem刷 /Costira

(Biwamelaηio:) sp. (トゲカワニナ).Unω(Nodularia) biwae (タテポシ)，u弘ia(Noduωria) doug必ぬ"
(イシガイ).Lanceo{a間 P吟唱制(トンガリザサノハ)， In柑聞d"岱 hi1'，ωri(セグイシグイ)，Kobjwa 

加dontlαsp.(コピワコドプガイF患の1穆).c問lariaρl四Ia(ホンカラスガイ)，Anodonta叩(キセンド
プガイ)などがあり，半数が絶滅容Eである

E田動物群"ーカラスガイーササノハ群集，ホンカラスガイーグテポシ群集，オオタニシ会タテボシ群衆

のn学会集て骨徴づりられる カラスガイササノハ群集は， C問laria. sp. (カラスガイ属のIa)と臼n.

ceolm匂"の@回{トンガリササノハ)が優占するーほかに肱，&m悶/印刷.ro(Bi凹 melanin)sp.(カヲニ

ナ属のl積)，Unio (Nod;山田)biu出{タテポシ)，Kobi附加dontasp.(コピフコドプガイIIIOJ1種)司
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C由旬開 ρlic，似a(ホンカラスガイ)， Limnos.ω!tlw (Ni/.ψ0叩ん抑制schlegeli(イケナョクガイ)が見られ

る.ホンカラスガイタテポシ訴集は，C外stariatliCsla (ホンカラスガイ)と Unio(Nodu!m'ia) b山間

(タテボシ)が優占し，それに随伴する誕優占額として C~向噌吹向ludì田 japonica{オオタニシ)がある.

ほかには，Flelerog，四/"串抑m(ナガタニシ)，s刷出"岬Irn(B蹴/ame/ania)sp. (ナカムラカワニナ)，
Lanceo!a惜岬市川加(ササノハ)， Unio (Nodl山市)doug.加問(イシガイ)，加附id.叩 remJan叫

{オトコタテポジ)， Lλm勿oscatha(Ni即onihyria)sa勾eli(イケチ gウガイ)， Anodonfa sp.(キセンド

プガイ)， Anodoηla(Sin叩 odonfa)cali拘酔，(マルドプガイ)などである 更にオオタニシータテポシ群

集は，Cita噌0向ludi闇」暗開山(オオタニシ)と Unio(Nodularia) biu回(タテボシ)の 2種が優占す

るF ほかには，Ife附 vg=必噌時四(ナガタニシ)， 5同開L印刷'ro(B，削 "，，/an凶)加bei(ハペカワニ

ナ)，5訟misulcofiTira(節制'"'如~ia)sp. (ナカムラカワニナ)，La師。lariaoxy品川cha(ササノハ)，

Unio (Nodu/a間 )da昭如四(イシガイ)， !nversidens brandfj (オパエボγ)，!nversid，朗 s)0.仰錦酬明

(マツカサガイ)， /n山町'dens hirQSei (セタイジガイ)， Invesid，針路 rem~副総(オトコタテポシ)， Kob 

n叫加申n/llsp. (コピワコドプガイ屈のi趨).ti1mlOs抽加(NIttonih，y叫)sch勾eli(イケチョウガイ)，

C間Id""ρf閥的(ホンカラスガイ)，ι:orbicula 畑出(マシジミ)や白rbiculasandai (セタシジミ)など

新たに随伴唖も増加し，産出する貝輔は22績にEぷ

V. 3 地下の古琵琶湖周群

堅凶丘腔(衛湖}周辺では，アクティパポーリング(山崎ほか， 1991)，守山10曲mポーリング

(Yokoyama el al.， 1976)，烏丸，;f，ーリング(烏丸地区深層ボーリング調査団，1995)の3本の深層ポ}

リングが行われている アクティパポ リングは盟国丘陵京縁の毘図断閉より東側の地点.守山l曲Om

;1tーリングは南湖東岸の野洲川河口地点，烏丸ボーリングは滋賀県翼琶湖樽物館敷地内の地点でそれぞ

れ行われた(第24囲) 各地点のコア柱状図を第四図に示す，

'f. 3. 1 アクティパボーリング

琵琶湖南湖の函摩，大津市雄琴の老人ホーム 「アクティパ琵琶」の敷地内で，古琵琶湖膚群の基盤に

逮する混成開発周深層ポーリング(アクティパボーリング)である 山崎ほか(1994)によると，銅削され

た深度はlOOl.03mで，古琵琶湖脳群と基擦との境界都付近の長さ223mのコアが回収されている 回収

されたコアの岩相は，上部から願に，泥膚主体のAC-A凪峰細位相粒砂を主体とする粘土，シルト，

砂及び礁の互膚で，火山灰層を伴う AC-B層Eぴ角礁からなる AC-C燭で格出されるーとのポ リシ

グの岩何層序に基づき，従来不明被であった湖南地続(大津南郷)に分布する台湾琶湖層鮮(下位の草津

隷属とよ世の膳所累層に2分される)と滋西地域に分布する堅固累簡の局序聞係がよ D明確応されたー

すなわち，湖南の暗所累閣は堅田累層の伝下部に対比されるかあるいはそれよりやや下t立に相当する可

能性を指摘した繊山ぼか(1979)や， !養所罪問iニ主幹部は堅図累層の一昔前に相当し，湖西と湖南の淑唖琶湖

層群はー剖で1誼複するかあるいは両者の閑に周序間隙がないとする古鷲琶湖間体研究グループ(19凹)の

考えがアクティバボーリングを介することにより明らかにをった.アクテイパポーリング中に狭まれる
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火山灰層のうち.AC720火山灰層は堅固泉居中の薯鍵火山灰層に，AC8so火山灰層は湖南地域の古琵習

湖周群暗所泉燭下郎に挟まれる池の内Il火山灰騎(古琵琶湖団体研究グループ.1992)並びに大阪層群

のピンク火山灰層にそれぞれ対比できるととが明らかとなっている(山崎ほか.1994) 

{広域火山灰層との対比)

AC720火山灰層(深度723.66-723.95m) 薯模火山灰層(大阪層群 アズキ火山医局)

AC850火山庇層{深度849.48-850. 07m) 池の円 11火山庇層(大匝層群 ピンク火山灰層)

V. 3. 2 守山lOOOmポーリング

守山市上十軒家の野洲川河口の深度945mのポーリングで，補正された腐厚は824mである このボ

リングは yルト 粘土，砂，線並ぴにシルト 粘土と砂の互層から縄成され.A-Mの13層に区分さ

れている 星田累居との対比は，挟まれる 4層の火山灰層によって行われており，特にd回65火山氏層

は.Takemura et al. (1976)によってアズキ火山医局(客撰え山灰層)と同定されている.また db227火

山灰層は葉原凹火山灰閣，db161火山医局は佐川田火山灰層.db12S火山灰層は上仰木火山灰層にそ

昆毘丘~

アクテ4パボーリング

守山l000m;j(ーリJグ

ー…

よ槍{ν.. 

‘全・観"

帥叩

叫叩

l位三醐 }

島丸ボーリ/グ
(I.u."組制〆タ柵閣1

第39凶 慶図丘陵の吉琵琶湖層際とアクティパポ リング，守山1ω伽mポ}リン久 島丸ポーリング各コア柱状の対比閲

各コア柱状盟問EI院は山健ほか099‘)， Yokoyruna 01 al.(l抑制， 島丸櫓区脅膚ポーリング'個室団"拘s)に筆づ〈
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れぞれ対比できる (Yokoyamaet al.， 1976:第四国) なお，db161火山灰層のフィッ γ ョン ートラッ

ク年代は， 0.47土0.09Ma{Takcmuraet al.， 1976)である

(広域火山灰層との対比)

dBl25火山灰層(深度330m) 上阿木火山医府

dB161火山灰層(深度360m) 佐1IIIII火山灰周

dB227火山医用(深度41Om) 製版III火山医周

dB365火山灰層(深度534m) 薯模火山灰田

v. 3. 3 烏丸ポーリング

琵琶湖東岸の烏丸半島(現在の琵琶湖博物館敷地内)で，古琵琶湖周群の基鍵に途する深層ポーリング

である 局丸地区深届ポーリ ング筒査団(1995)によると，採掘された深度は同4mで，シルト ・粘土，

砂，様並びにシルト 粘土と砂のE届からなり，A-Jの10眉に区分されている上位の A-C膚は，段丘

主主ぴに沖積!面相当眉であり，D唐を含めた下世眉準が古琵琶湖周群に相当する。烏丸ボーリング中から

は，17閣の火山庇閉が報告されており，その中で広峻火山灰層との対比がなされているのは，KR21-2火

山灰層は K-Ah火山灰層.KR39-A火山灰闘は U-Qki火山医周， KR39-E火山灰周は Al火山灰層，

KR296火山灰層は上仰木火山灰層，KR454火山灰府は栗原田火山灰刷並ぴに KR563火山灰届は事撰火

山灰層である 特に，KR21-2から KR39-Eの3腐の火山灰層はA層中にi!!められ.KR296はDI!l， 

KR454はE磨，KR563はF層中にそれぞれ掛まれる(烏丸地区深府ポーリング調査団，1995;第39囲)

(広織火山灰層との対比)

KR21-2火山灰層(深度1l.753m): K-Ah火山灰層

KR39-A火山灰層{深度24.29m): U-Qki火山灰眉

KR39-E火山灰闇(深度24.61m): AT火山灰層

KR296火山灰層(深度220.07m) 上仰木火山灰層

KR454火山灰層(深度374.02m) 栗原III火山灰層

KR563火山灰田{深度481.86m) 菩撰火山灰閉

v. 3. 4 地質傷造とき基盤深度 . " 
林(1974)によると，本図幅内では，和遡・小野 ・緩琴真野・上岬木の5つのドーム状機遣が明らか

となっている(株，1974; ~事40図上それらの特徴は， ，)和湿ドーム状構造容鍔川南部にその中むをも

っ非対称なドーム構造，b)小野ド}ム状構造 畏陀雄山北縦部にその中心をもっ非対称なドーム梅造，

0)真野ドーム状構造真野川南留に中心をもっ非対称なドーム構造で顕著ではない，d)雄琴ドーム状

櫛造緩琴仰木の里南部に中心をもっ非対称なド ム構造，，)上向木ドーム状線通雄琴ドーム状構造

の西方都に中心をもっドーム構造，のようにまとめられる.また，基線岩との直t妥の聞係が観察できる

箇所では，オ パ ラップ不整合の聞係であるが，堅固累!面全体として対極的に西南西に個斜してい

ることを考慮するとアパット聞係にあると考えられる また第40図で示される梨原山火山灰層の等高

線閏(林，1974)によると，構造方向の伸びは，雄琴川下流核を中心とした東北東一酋南西方向，奥野111
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上泡域を中心主した北北西一湖南東方向，和運川下施械を中心としたjt;lt西-'"南東方向などを示してお

り，断層や捜幽の世置にほぼー致している また，真野嘗門北の隻陀置山は丹波帯の頁岩左砂掛からな

る山体であり堅固累層下錫居中に貧幽してU る.この付近で凪堅固累.と基盤岩との境膚の習硬直は浅

いものと考えられる.
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第.1図 盛岡丘陵の反射法地鑑探査断面図〈戸箇ほか， ，鈎6)

更に，戸国ほか(1996)は堅田丘陵商縁の大海市比叡辻酉教埠(堅固測線第24図}においてE射滋地

貫燦査を実施し基盤深度を見調もっている(第41回}。それによると，堅固断層西方では400m付近に強

〈連続伎の乏しい反射商が存在し，その反射函以深に他に明瞭な反射函がないことなどを考慮に入れ，

堅固巣層が陸上で分布する堅賠丘陵商縁での基盤深度比およそ40001と維定している(第41図) 堅田

断層の東陵のアクティパボ リングでは，深度912.87mに基悠岩が寵められる

V， 4 大阪周群 (0)

'"・4図幅地域南西部の京都盆地東縁には，大阪府群に相当する唯朝駒が分布する 京都市山斜E蹴よ浄水

場から南東では，地形の鞍部に沿ってシルト聞及ぴ砂層が分布し，南西に急斜する 分布の南西縁は逆

断層で基鍍の丹波帯の縫積岩類と緩している.吉国山から黒谷及ぴー乗寺付近の山箆に分布する賞褐色

のシルト世角磯崎は吉田山際問と呼ばれ(中沢，1師1)， 大阪刷群の上部とされている.角礁は丹波帯の

刻隆積岩実置のものを主とし，大礁から一部巨様が含まれる 地質調査所で京大病院構内(No.1)及び京都

市左京匡岡崎の丸太町通(No.2)において実施したポ リングでは，地表下8m(丸太町通では11m)以深
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はすべて吉田山際膚と見られる角様月ーからなり，少な〈とも地表下回m(丸太町通では52m)まで連続す

る(地貧困査所.1997;第.2囲}

羽. 段丘堆積物及び沖積層

(吉岡敏和)

V1. 1 段丘堆積物

本図絹地域では，堅図丘陵lkぴ主な河川沿いに，河川成の段丘が広〈分布する.本報告で陪これらの

段丘を.)!新世中期に形成されたと推定される高位陣丘.主に宜続性後期最終間然聞に形成されたと推

定される中位段丘，歳終氷期以降に形成されたと推定される抵位段丘に大き<3分した 更に，段丘薗

の比高などから，高位段丘を2薗弘中位陣丘を3面に，低世段丘を3蘭に，それぞれ細分した.以下

にそれぞれの地形及ぴ纏積物を記載する

VL 1. 1 禽曲段丘堆積物 (th"th，) 

本田幡地域の高位段丘は堅凶丘陵商方の山麗部に分布し，面の高度から高也Ilkぴ高位II段丘に分砂

賀町"園 高自立【段丘継積物の孤層 ・a紙約....(大機市伊嘗立上・.町3
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れる。高位段丘准8貨物はいずれも赤色風化した角様胞からなり，厚さ陰10-2伽n程度である(第43固)。

権積年代を示す具体的な資料はないが，面の高度や継靖物の風化状態から更新世中聞に形成されたもの

と考えられる

Vl. 1. 2 中位段丘権積物 (tm"tmz. tmJ) 

本地繊の中位段丘は，堅固丘陵の頂部を覆って比較的広い範囲に分布し，商の高度から中位1，中位

II，中位III段丘の3商に区分される 中位段丘縫積物は中一大際大の円一亙円様月ーからなり，中位1閤丘

軸物ではよ献風化シルト貧土場合室発達する.大師開立1商白在品町では，中位III駈棚鞠の申
告審に纏色のテフラ腐がレンズ状に挟夜する(第44図} この露頭での中位III段丘纏積物は，層厚駒2.5m

で中大様大の円褒同様層からなり，中蔀の70争80cmは砂置のシルト廟からなる テフラ膚はこの砂寅

シルト膚に狭まれており，直径 Imm以下の経石と重鉱物からなり，広場テフラの阿蘇 4テプラ(町図

ほか， 1985; 8-9万年前に噴出)に吋比される.

羽. 1. 3 低位段丘堆積物(Ul. U:. tlJ) 

低位段丘院会主地の緑酒及ぴ主な河川に沿って分布し，爾の高度から低位1，低位11，uf;位旧 段丘の3

爾に巨分される.低位段丘堆積物は主として中一大機大の円一亙円穣層からなるが，京都盆池東縁の京都

市左京区北白川付近での低也1段丘堆積物は花削岩質の砂喋層からなる.また，京都市左京巨大原lkぴ

同左京区岡崎山いて，幽I駈縫糊帆甚員百円滑(AT 酎240曲 2剛 0年齢噴即時

まれることが確挺されている

第..園 中位111段丘継積物に倹主れる筒膏‘テフラ層 ねじり餓の袋容は-.・の刃からよ鎗""酒が阿
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Vl， 2 畳錐権荷物 (t)

山地の急斜面直下や谷の出口などにはしばしば扇状の緩斜面が発遣する これらは斜面の崩落や谷か

らの押し出しによる堆積物からなり，本報告では比較的大規模なもののみ度錐堆積物として一括して図

示した本堆積物は中棟巨際大の角様，風化土壊などからなり，きわめて不淘汰である なお，地質圃

に表記したもの以外にも，山地斜面には中礁巨礎大の角礁層がしばしば見られるが，広がりが磁盟で

きないため省略した.これらの角様層には風化によりクサリ様化したものもあり，更新世中期以前のも

のが含まれる可能性があるー

Vl， 3 沖積層 (a，al， ar， af) 

湖東地績の近江平野，京都盆地及ぴ主な河川に沿っては沖積層が分布する 地質図では特に，徴高地

を形成する自然担防雄f貨物(aD ， 浜堤堆積物 (ar)~及び周状地堆省貨物(af)を ~，í1~ して表示した. 京都盆地

内の神積層はそのほとんどが寅窟)11;&ぴ高野川のE核地続E貨物からなるが，著しく市街化されており微

地形の区分が困難なため，地貧困では沖稜閣として一括した 近江盆地の沖積層比そのほとんどが塁手

洲川及ぴ草津川の三角州で機成され，堆積物は腐植費の泥閣を挟む砂Hーからなる

四 活断層及び地直面活動

(吉岡惜和)

vn， 1 活断問

本地域周辺には盆地と山地の境界を中心に多〈の活断胞が分布する(第45図) このうち本地域内には

花街断層Eぴ琵琶湖西岸断層系の活断層が分布する.

四 " 1花折断層

話軒断層討(中村.1928)は，本国幅地域西部の京都市左京区吉国付近から北北東にEぴ，滋賀県高島

郡今樽町水薮峠(角初11図隔地域内)に至る全長約45kmの右横ずれ活断層である 妥置霊位は，両側の山

"花街断層の読み方について，中村(1928)は『ハナヲリJとルピを銀っているが，現在では地名ー断層名とも「はなおれ」
と.，むのがー般的であるため，本報告で依これに従うことにする
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地の高度からみて，北部で西側隆起，中南部で東側隆起と推定されるが，顕著な断層厳を形成しないこ

とから，垂直直也はあまり大きくないものとみられる 断層に治つては直線状の谷が発達し，特に断層

のほぽ中央の花主将峠(北小松田鍋地織内}から北方の朽木村市場(熊川田鍋地域内}付近にか砂ては，安.

川が断層に沿って北流し，きわめて直線的な谷地形を形成している.

本国帽地域内におげる断層変位地形としては，滋賀県大海市伊智立途中町付近から京都市左京巨大阪

付近にか11て，多くの河谷に系統的な右横ずれ屈幽が毘められる(第46図) 大原韮通跨町では，低位I

段丘薗上に比高約5mの低断層虚が見られる その南の花尻町から八瀬野瀬町付近にかげては変也地形

は臨められないが，更に南の京都盆地内では，修学院から一乗寺.北白川にか妙て，低位I段丘商上に

的3kmにわたって断続的に低断層盤が館められる 断層の南指著者は吉国山付近までは明瞭な変位地形
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第46闘 花折断層の習"立地形図土地現民発行"，筑剛櫓修圃 I花.H大原jr~.東北"'''使用
上園より厳に北から酬に配置
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第47図 京都市左京区丸太町通にお砂る浅層反象'"'様性波探査解釈断面 マイグνーシ"'処理を行った鑑泉を示す潤.. 位慣は第"留に示す



第48図 花街断層大阪トレンチ南側壁蘭のスケッチ グリッドは'm

が認められ.東にF慢の丸太町通りでも浅層匠射法務性波探査によって大阪磨郡(吉田山穣層)に鍵幽霊形

が認められる(第47図上

花折断層の活動置については，これまでに具体的な平均宜位速度は得られていないが，吉岡(1986)は，

倹ずれ回敵河谷とその上流部の畏さとの聞係から，本断閉の活動度がA級(平均車位連度1-10m/1O'

年)である可能性を指摘している

本国同園地続の1，折断層の過去の活動盟歴としては，石田11同7)により，京都市左京区北白川主長田Iの

工事現場において， 2，500土80年BPの“C年代を示す腐偲層が断層で切られた鴛頭が報告されている

また，地質調査所によって京都市左京巨大原上野町及ぴ同左京巨北白川の2箇所において，花折断層の

活動履歴を把製するためのトレンチ発縄調査が実施された

大原上野町のトレンチでは，壁面下部に段丘堆積物と考えられる円傑両面Eぴ傑混じりシルト眉が，よ

部にこれらを覆う土石流堆積物が露出し，段丘綾積物と指交関係にある角臨倍とその直下のγルト層が

最大前80・傾斜しているのが権認された(吉岡ほか，1997;第.8固にシルト婦の上部には姶良Tnテフラ

府 (AT)が見られる トレンチ壁画では，このシルト婦を切る小断層は確認されたものの，地下から速

続する明瞭な断層は確寵きれなかった。しかし，シルト届の下位の地層の堆積構造が著し〈乱されてお

り，急傾斜帯の東側で地層が東(山伺)に逆頗斜することから.ATテフラ層地積後に何らかの変形(お

そらく断層臣官に伴う)を受砂たものと推定された

北白川のトレンチは，市街地を東西に走る今出川過のl車線を閉鎖して掘削された.第.9閣にトνン

チ壁画のスケッチを示す 断層は南側壁画では砂礎層と蝋土腐の境界付近を，北側壁画では砂際閣の中

を，いずれも20-30の傾斜で東に傾く見か砂低角度の逆断府として箆出した(盟50図) 断置商上での見

かけのすべり盤は約50cmである 断層は黒土庖を切るものの，最上部は人為的に削平され確留できな

い 黒土層からは縄文時代後期の土捺片が多量に出土し，最も新しい年代として3，570土5C年BP&ぴ

3，650::t50年BPの“C年代が得られたことから，断層の最新活動時期は縄文時代後期の約3.60C年前以

降と考えられた(吉間ほか，1997).以上から本地域の花折断層の級新活動は的2.500年前以降と考えら

れるが.年代の上限及び活動間隔については未だ十分なデ タが得られていない.
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北潤壁画

図盛土田醐醐皿鵬柵囚砂輔 、 材片

賀高49図 花折断層今出川トνyテ南北関壁面のスケッテ {吉岡ほか '"η グリッドは1m， It宇I;I:"C匁代務定価(BP)を示す

¥'0. 1. 2琵琶湖西岸断層系

琵琶湖の酋停をほぼ南北に延びる断層系は髭琶湖西洋断層系と呼ばれ，その活動は漢民主の琵琶湖の形

成と比良 比叡山地の隆起に大きく閏与していると考えられる 本図帽地媛にはこのうち堅固丘陵東縁

を限る堅固断圏と比叡山地東鍵の比叡断層が位置する

聖困断層

竪閉丘陵の束縁に世怪し，やや東に凸な平面形を呈する.断層沿いでは丘陵側の古琵琶湖周群堅固累

層や中位段丘堆積物が急斜するのが見られるが，堅固断層そのものの断層霞頭は確認されていない 地

層の変形状悠から考えて，11)ら〈沖積層下に伏在するものと考えられる 沖積層及び低位段丘堆積物の

聖怯から断層位置を特定することが困熊なため，地質固では推定断層として表現したが，ポ リングな

どの資料から姶良Tnテフラ府(AT)に40m程度の高度差治理f.Ioられる(水野ほか，1997)ことから，里筒

断層が活断層として存在することは確実とみられる 戸国ほか(19制)は，N沼丘陵商端付近において，

堅四断層を横切る測線でE射法地震波探査を実施し，断層を狭んで基盤上司と考えられるE射両に約500
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館関図 花街断層今幽川トレンチ南側髭薗矢印が断層，グリヲド1;I:lrn.

mの落登があることを検出した(第41図).志賀町小野で陪堅固丘陵東縁に沿って細長い分荷量小丘陵が見

ら九両者の聞は栢約80mの小地溝状地形を呈する.この地形と竪図断層との直接の関係は'f明である.. . ・・..
堅固断層の活動贋Eを犯盤するため，地質鱒査所により大海市真野及ぴ衣川に語いてトレンチ発掘調

査が実絡された 水野ほか(1997)によれば，真野でのトレンチでは明瞭な断層は確認されなかったが，

古墳時代以降の液状化の復跡と，弥生時代以降の地層に緩やかな背斜状の構造を毘めている また衣川

でのトレンチでは.17，250土'60年BPの"C年代を示す低位段丘堆積物が30・程度傾斜するのが楕認さ

れている

比叡断層

比叡断層は比叡山地の東語に沿ってほぽ南北に延ぴる活断層であるー断層に沿っては山麓E状地が発

遣するため，新潮の活動を示す置位地形は明瞭ではない しかし，大海市坂本付近では器位1段丘面上

に低断層庫状の地形が見られ，また大海市温賀星において実施した浅層E射法弾性波探査で砿酉に傾斜

する逆断層状の反射面が寵められた(水野ほか，1997)ことから，比叡断崎は西側隆起の逆断層の形態を

持つ活断層であると考えられる

w. 2 地贋活動

本地績では歴史記録が量豊富である ζとから，1Ill史的に多〈の後害地震が知られている.そのなかでも

主治元年(1185年lli<ぴ寛文2年(1662年)の地震は本地犠とその周辺に甚大な彼曹をもたらした 文泊先

年の地震では絡に京都市東部の被書が大きし現在の京都市左京区岡崎付近に存在した法勝寺 ・噂勝
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寺・最勝寺の緒堂宇治宝健闘などの被害を受Wた(宇佐美，1996).また，比叡山でも各建物に大きな被害が

出た.更に琵琶湖の湖水が北流して南湖ではホ世が低下したという記録がある.宇佐美(1996)はこの地

震のマグニチュードをおよそ7.4と推定している しかしどの活断層の活動によるものかは未確定であ

る

覧文2年の地震では，福井県若狭地方から琵琶湖西岸，京都盆地北部にかけての地核が大きな被害を

被った 琵琶湖西岸地峻では，本地域を含む高島町付近から大潟市北部に韮る広い範囲で団側が水没し

たと推定されている(大長 ー伝聞，1982など) この地銀では福井県三方断層沿いに地強宜動の記録が見

られること(大衆松国，1982)，滋賀県今津町途中谷にお砂る花折断層のト νンチ発掘調査でとの地震

に伴うと考えられる断層活動が認められたこと(吉岡ほか， 1997)から，三方断層，花折断層北部が同時

に活動したものと考えられる.更に琵琶湖西岸の水没が地鍛変動の結果だとすれば，琵琶湖西岸断層系

の活断層も同時に活動した可能性がある なお，宇佐美(199同はこの地震のマグニチュ ドをおよそ 7

泌ー7.6と推定している

川. 応用地質

(木村克己)

四 l 金属甑床

咽. 1. 1 層状マンガン鉱床

層状マンガン鉱床はI型地層群の層状チャートに密接に伴って産する(Jmoto.1984) 丹波平野には多

数の鉱床が知られているが現査はすべて廃鉱となっている 本囲網地域には，京都市左京区百井町付近

にいくつかの鉱床が分布する(第51図} この鉱床分布域はI型地層群大原コンプレックスの厚いチャ

ト相が分布している 溜体石垣(1973)によると，これらの鉱床は熱重成を受帆こ酸化マンガン，結

品質パラ輝石を産する鉱席が多いとされている.鉱床には，大原鉱山，第二大原鉱山，宍ヶ岳鉱山，小

幡谷鉱山，第二鞍馬鉱山，鞍馬鉱山などがあった.現在ではいずれも鉱床の位債を特定できない.

また， 本図幅南東端付近， 滋賀県員長郡量量æJ平員白にある高さ目4m， 東西に lkm~ぴた小lUに
は，主昔非鉱山がある 主要鉱体の東部鉱床と西部鉱床があり，本図帽地域には後駒市まれる 西部

鉱床はその大部分が熱水変質による二酸化マンガン鉱からなり，一都民マンを産したとされている(淵

本 ・石垣， 1973) 首都鉱床付近は熱変成を受砂白色ー粗粒化した層状チャートからなる
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第51図丹波地犠のマンガン鉱床分布図 {湯本 右組，1973)園みは束事5東北部@樋地犠を示す

VDL 2 非金属鉱床

YDI， 2， 1 珪庇石鉱床

花筒岩の銭触熱宮成作用により石灰岩あるいは苔匹岩中に旺胎するものであり，本園栢地域には，小

規模な鉱床が本図幅南部，京都市左京区にある担意ヶ岳東圃(五別所と呼ばれる)に産する 現在は採掘

されていない

五活j所の法灰石鉱床は，東西方向に延長する大理石(結品質石灰岩)中の小鉱体として産ヲ る 併せ

て，ペスプ石 ・ザクロ石 サーラ鱒石 ー魚胆石などのスカルン鉱物を産する(福地.1田9 辻 ー北原，

1979).鉱体を含む大寝石は丹波宇野の大原コンプレックスに腐し，周囲は黒色頁岩を母宕とするホルン

フェルスである.北側に幅広く分布する比叡花閥岩との境界は，大理石の北醐回一30mに也躍する.大

理石は厚さ叩m以上あり，地表では大きなもので幅3-5m，延長5-lOm続線の岩塔群となって窟出す

る そのよ部に砿厚さ1.5mのチャートが随伴している.

浴 日下部(1973)によれば，瑳灰石は大理石中にIOxIO-3Qx30cm大の滅状あるいは幅 1-5crnで膨

縮に官官む脈状をなして産出する 白色網状光沢を示す繊維状鉱物で放射状組掃を示す。その一部に石突

を含んでいる
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四 3 石材Eび砕石

花樹岩類は控築建材などに石材として利用され，丹波布の砂岩は土木砕石周として利用されている

四 3. 1 花陶岩顛

旨民草直下，京都市左京区北白川東方の定圭'E，修学院東方の菩畠谷などに，比叡花関岩を対象とし
た石切場が古くからあった これらは白川石と称した

京都市左京区鞍鳥山から花脊にか砂ては，白劃紀後期の小規複ト ナル岩を対象とした石切唱がある.

現在でも 2箇所で小視線ながら石材が切り出されている(第22固).との岩石は鞍馬石と称し，鉄分の多

い鉱物を含むため石の表面が茶色に風化するため，石灯穏などの商級石材として用いられる

四 3. 2 砂岩

本国幅地域内で現在稼行している砕石舗は，次の2箇所である.各砕石場の幹細な内容が平成3.5年

度砕石資源調査報告書(通商産業省生活産業局 工業銀術院地質調査所，1992. 1994)で公表されてい

る

京都市左京区静市野中町 貯石場陥静原川に萌し南北に瞬援した2置所にある 採石は強〈拠断され

た砂岩，砂岩頁岩互届を対象にしている これらは丹波帯ih畑コンプレックスの砂岩相に属する

滋賀県大海市伊香立途中町字西山 途中町付近の国道367号線沿いにある 採石は努断変形を強〈受

札鐙仙花開問緑岩による祭触熱変成及び変質を被っている砂岩頁岩互眉，頁岩を対象にしている.こ

れらの唯積岩は丹波稽大原コンプレックスの砂岩頁岩互属欄に相当する

阻 4 温泉 ・拡泉

金原(1992)の日本温泉鉱泉一覧によれば，本図幅地場には16地点の温泉・鉱泉が認められる それ

らのうち，京都府衛生部(1984)と，金図ほか(1984)などの一連の滋賀県衛生環境センタ 殺に鰐掴が記

載されている温泉 ・鉱泉について，第4漢にそれらの特徴を整湿した これらの温泉ー鉱泉は，泉質か

らみると以下の4種類からなる

単純温泉(溶存物質総量 19/kg以下，特殊成分 25・C以上.CO.lg/kg以下)

ナ卜りつムー塩化物・炭酷水素温泉(裕存物間総量 19/kg以上，特殊成分 C021g/kg以よ)

単純弱放射能泉(溶存物質総量 19jkg以下， 特殊成分単純弱ラドン線8 . 25~五 Rn>50マッへ， 単純

ラドン線Rn孟50マツへ)

単純硫黄泉(搭存物質総量 19/kg以下，特殊成分総統貧主主2mg/kg)

これらの泉置の種類と地置の特徴とは以下のように相関している。

単純温泉は新雄琴温泉，水保温泉，茶が崎温須の3地点，ナトリウムー温化物 ・炭酸水素湯温泉はア

クティパ温泉， 新今浜温泉の2地点であり，いずれも滋賀県の沖積平野に位置し，錫日当Jにより古琵琶湖
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層群中から湧出している.

単純弱放射能泉は，北白川諸鉱泉，東山鉱泉，商滋賀温泉の3地点である これらのうち，北白川諸

鉱泉と南滋賀温泉の2地点は比叡花関岩よないしそれに隣接する沖積層ょにある.東山鉱泉は開花向岩

から南西に 3km程摩れた東山の酉斜商に位置するが，山!iに沿って走る断層から高ラドン鉱泉が漫遭

してきていると推定されている(京都府衛生都.1984) 特に北白川一帯では昭和32-39年にか砂て自然

務泉だ砂でなく掘削長もいくつか開発され，現在まで不動泉，天然ラジウム温泉のニつが利用開努され

ている(京都府衛生部，1984) これらはいずれも泉賓の放射能は比叡花側岩の放射性鉱物に由来するラ

ドンを起源とすると考えられている なお，北白川酷悠品はいくつかの鉱泉を含んでおり，湧出置は自

由源泉，不動泉，天然ラジウム温泉，日本パプテスト病幌源泉の各それを加えたものであり，温度は最

高過度の不動泉に基づく.

単純続賞泉には京都府の百井峠総車，骸馬鉱泉の2地点があり，百弁峠鉱泉は丹波帯のチャート，鞍

馬鉱泉は丹波平野の緑色岩をそれぞれ基盤としている.
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第4袈京都東北鶴岡隔地域の温泉 鉱展

Na-HCOOα ナトリウム塩化物炭畿水素纏温泉 日開出盆 (1，州川0) 含有成分 mglkg
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GEOLOGY 

OF TlIE 

KYOTO-TOHOKUBU DISTRICT 

By 

Katsumi KJMURA， Toshikazll YOSHIOKA， Nobuhiro IMOτ0， Satoshi TANAKA 

Makoto MUSASHlNO and Yuhei TAKAHASHI 

(Written in 199η 

(Abstract) 

The Kyδto-Tdhokubu District is situated in both the eastern part of Kyoto Prefecture and the 

westem margin of Shiga Prefe<:ture. The geologic provi配，of血earea belongs to the Tamba sclt 
in thc Inncr Zone of Southw自沈Japan. The Tamba Belt co田 istsof Jurassic a田 retionarycomplex 

e5， which were intruded by Cretaceous granitic rocks and dik曲， and covered unconformably by the 

Plcistocene Osaka and Kobiwako Groups， terrace depo凱tsand al1uvium. The geology of thc 

district is $ummarized in Fig. 1 

MESOZOIC 

Tamba Belt 

The Tamba Belt is underlain by Jurassic aι"回 narycomplex民 consisti暗 mainlyof Jura田 c

tcrrigen。時 rocksand older oceanic material such as basaltic rocks， limestone， bedded che目 aod

silic凹 usshale. The age and stratigraphic relationship of these rocks allows us to reconstruct an 

8' 



oceanic plate stratigraphy;出atis， in ascending order， basalt rocks， limestone， bcddcd chert， 

The youngest age of the terrigenous rocks silicco国 shale，black shale， and sandstone(Fig.l) 

possibly indicates the age of accretion onto an accretionary prism by subduction proce総括

The Tamba Belt in the Tamba mountainous area is divided into six tectonostratigraphic units， 

Geologic events 

Aεtive faulting 
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based mainJy on agc and lithology of thc oceanic plate stratigraphy， which arc， structurally from 

top to bottom， tentatively named the TIJ" TII!， TIIs， TI" TI!， T11， and TI. complexes. The TI. is 

ncwly dcfined. Each complex is bounded by a th四stfauJt. Structurally， towards the bottom therc 

IS youngmg m白eage of山ecJastic rocks， siliccous shale and the young田tage of bedded chcrt of 

each complex， respectively. The former three complex田 formmajor unit named the Type II Suite， 

characterized by Permian bedded chert and limestone under1ain by basaltic rocks， whilc the later 

four complexcs constitute the Type r Suitc， charactcrizcd by Triassic to Jurassic bedded c旧民

underlain by Lowcr Triassic bandcd siliceous clays北onewithout significant Permian rocks. Both 

of the suites arc separated by the Haiya Thrust 

W;出m 白isdistrict TII1， TIIs， TI3 and TI. are d闘でibutedand th邑 eunits are named the 

Kumogahata， Haiya， Ohara and Hieizan Complexes， respectively. These rocks are folded to form 

the Shuzan Synform which plunges w朗 tward

The Kumogahata Complex consists of mixcd rocks and sandstone， with minor intercalations of 

bedded chert 

The Haiya Complex consists of mixed rocks， bcddcd sandstone， black shale， bedded chert and 

greenstone 

fhe mixed rocks include clasts of sandstone， gr田 nstone，bedded chcrt， biosparitc limestone and 

sil児eousshale in a black shale matrix. The grcenstone consists mainly of basaltic pil10w lava， 

massive lava， and volcaniclastic rocks. 

The Ohara Complex is characterized by a stacked pile of morc than 10 thrust 曲目tscomposed 

of an oceanic plate stratigraphy， which includcs， in ascending order， banded siliceous c1aystone， 

bedded chert， siliceous shale， black shale with intercalations of alternating beds of sandstone and 

shale. 

The Hieizan Complex consists of thick sands兆one，alternating bed除ofsandstone and shale， and 

black shaJe， without ocea凶cmaterials such as bedded chert or greenstone. Thc lithology su回目白

血atthe comple.x may correlate to slope sedimcnt depos出 whichcovercd the previous accre山onary

complcx田

Granitic rocks and dikes 

Granitic rocks are distributed widely in the central part， and sporadicalJy in the western part of 

the mappcd dぉtrict.The granitic rocks bcJong to the San'yo Belt， one of the granitに petrographic

provinces in Southwest Japan， and are subdividcd into the Ohgi tonalite， Hanase Quartz diorite， 

Small tonalitic bodi由， Reizen granodiorite， and Hiei granite， based on their occurrence， petrogra. 

phic characteristics and radiometric agc. The granitic rocks are intruded into the Type 1 suite of 

白eTamba Belt. Strata surrounding the granitic rocks have undergone thermal metamorphism 

forming biotite and rare cordierite. The isotopic ages of the granitic rocks range from 70 to 100 Ma 
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The younger ag田 mayr曲ultfrom the thermal effect of山edikes， which were intrud剖 inthe latest 

Cretac田"，

The dik田 consistof and倒 terocks and felsic rocks， i出 ludi唱'"叩iteporphyry， quartz p。叩.hyry

and aplite. The dikes are intruded into凶estrata of the Tamba Belt and granitic rocks. 

CENOZOIC 

Pliocene to Pleistocene Kobiwako G同upand Osaka Gro叩

In this distric丸山eKobiwako Croup is widely distributed in山ehilly area sUITounding Lake Biwa 

The Kobiwako Cro叩 isdivided into the Ku盟国lFormation which is distributed to the east of Lake 

Biwa， and the Katata Foロnationin the Oumi basin to白， w田tof Lake Biwa. The Kobiwako 

Group consists of fluvial and lacustrine gravel， sand， and mud， wi山 intercalationsof 11 layers of 

U叩hrain the Katata Fo町nation

The Osaka Group covers a small area in the eastern margin of the Ky脚 basin，and c。回目指 of

gravel，田ndand silt 

Terra時 depositsand alluvium 

The terra田 d，凹sitsare mainly distribut国 inthe Katata Hill and along田 melarge rivers. 

Th総eterrac田 aredivided into the Higher 1 and 11， Middle 1 to III， and Lower 1 to III ones. The 

Middle teπao田 wereform国 duri唱 thelast interglacial age. Th田eterrace de凹 sitsare com同総d

mainly of gravel and sand. Alluvium is widely distributed on the east side of Lake Biwa and the 

Kyoto Basin， and consists of gravel， sand and mud 

Actlve faults 

There are several active faults in出isdistrict. The Hanaore Fault is a right-Iateral strike-slip 

fault which trends NNE-SSW for a distance of about 45 km. Paleoseismological studi田由owthat 

the last faulting on this fault occurred after 2500 y. B.P. The Biwako-seigan fault system is located 

along山ewestem shoreline of Lake Biwa. This fault system is comp。提dof seve四 1rev官官faults
which have uplifted出eHiei and Hira Mountains 

ECONOMIC GEOLOGY 

In the mapped district there are several mangar暗記 andwol1astonite ore de帥§出， worki噌

quarries， and hot and mineral springs 

The mangan田eore depos出 areem出d酷din the bedded chert of山eOhara Complex of白e

Tamba Belt. The wollastonite ore deposits occur within a lim関 toneblock to the east of Mt 
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Daimonji in the Qhara Complex of the Tamba Belt， associatcd wi出varioustyp田 ofskarn minerals 

AIl mines have been c10鈴 d

Granitic rocks from the Hieizan Granite and the Small tonalitic bodies have been quarried as 

building stone， and thc thick sands相 neunits of the Tamba Belt as ballast 

Thcrc arc 16 hot or mineral叩nngsm出emapped dislric士，which are c1assified into four typcs of 

springs， that is， simplc， common salt， sulfur， and radioactive springs according to thcir respective 

water chemistry. Their chemical characteristics are related to the local geology 

第 I阻飯
1. Tricoloι噂&%tet，羽~ona MATSUOKA (GSJ R 66595; R12) 
2. Paroici略u/asp. (GSJ R 6ti590; R9) 
3. Dityomitrel/a(?) sp. rGSJ R民5ゆ0;R9) 
4. Hsuum Sp. (GSJ R 66594; R12) 
5. H.制 umsp. (GSJ R 66597; RH) 
6. Archaeodicか~，加 sp. (GSJ R 665阻 R15)
7. LaU冗tinjistu/o.sp. (GSJ R 6泌鴎-8;R7) 
8. PseudoaibaiUel/o. aff ω噌icornisISU!CA and I為的叩 (GSJR“S四， R8) 
9 伶.cf. fusi，耐misHOWSWORTH and JONES (GSJ R“589; R8) 
1仏 Ps.sp. (GSJ Rω込89;R8) 
( )内は鉱斜司書号と輩出地点il'予をそれぞれ示す それらの鮮舗は第"更を書掲

一88



第I囲版

-89-



平成 20年 2月 29日　第 2刷発行

印 刷 者 坂　三義

印 刷 所 谷田部印刷株式会社

茨城県つくば市谷田部1979-1




